
A — ドウエア編 


Express サーバ本体の八ードウエアについて説明します。 


を部のさ)称と機能(一64ページ） . 

設置と接続(一75ページ） . 

基本的な操作(一80ページ） . 

オプションの取り付け(一98ページ） . 

ケーブル接続(一139ページ） . 

BIOS のセットアップ(一145ページ） . 

リセ、ソトとクリア（一179ページ） . 

割し ja みラインと I / O ポートアドレスト182ぺージ) 


Express サーバのを部のを称と機能についてパー 
ツ単位に説明しています。 

Express サーバの設置にふさわしい場所や背面の 
コネクタへの接続じついて説明しています。 

電源の ON や OFF の方法およびフ□、ソピーディス 
クや CD - ROM のセット方法などじついて説明し 
ています。 

本装置にオプシヨンを取りがけるときにご覧くだ 
ぎい。 

Express サーバの内部/外部へのケーブル接続例 
を示します。背面にあるケーブルの接続について 
は r 設置と接続」をご覧ください。 

専用のユーティリティを使った目 I 0 S の設を方法 
について説明しています。 

Express サーバをリセ、ソトする方まと内部メモリ 
( CMOS ) のクリア方まじついて説明します。 

Express サーバ内部のアドレスや割り a みの設を 
について説明しています。 













各部の名祿と機能 

本装置のを部のを称を次に示します。 


装置前面 


①フ□ントドア 


POWER スイ、ソチ、 5.25 インチデバイス、 CD - ROM ドラ 
イブ、フ□、ソピーディスクドライブを取り扱うときや 3.5 
インチデバイスベイに八ードディスクを取りがける（また 
は取り外す）ときに開ける。添付のセ丰ュリティ丰一で 
□ックすることができる（一80ページ)。 

② キース□ット 

フ□ントドアを□ック/解除するセキュリティ丰一の差し 
□ (一80ページ)。 

③ スタビライザ (2 個） 

転倒防止用のストッパ。 

④ LAN アクセスランプ(緑色） 

LAN に接続されているときに点灯し、 LAN にアクセスし 
ているときに点滅ずる (-71 ぺージ)。左側が LAN 1用で 
ち側が LAN 2 用。 

⑥ D 旧 K ACCESS ランプ(緑色/アンパ’一色） 

内蔵の八ードディスクにアクセスしているときに緑色に 
点灯する。内蔵の八ードディスクのうち、いずれか1つで 
も故障ずるとアンバー色に点灯する (-71 ページ)。 

⑥ POWER / SLEEP ランプ(緑色） 



電源を ON にすると緑色に点灯する。電源を OFF にすると 
消灯する（一69ページ)。またシステムがスリープ状態の 
ときに点滅ずる。 

⑦ STATUS ランプ(緑色/アンパー色） 


正常に動作しているときは緑色に、異常をお出するとァ 
ンバー色に点灯-点滅する （^69 ぺージ)。 
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装置前面(フロントドアを開いた状態) 


① 己.2己インチデバイスベイ 

オプションの DAT (デジタルオーディオテープ）ドライブや 
光磁気ディスクドライブなどを取りがける場所117ぺ一 
ジ)。 

② CD-ROM ドライブ 

じ0-只01\/1のデータの読み出しを行う（^96ぺージ)。 

(2)-1 ヘッドフォンジャック 
(2)-2 ボリューム 
(2)-3 アクセスランプ 
(2)-4 トレ— 

(2)-5 エマージェンシーホール 

(2)-6 オープン/ク□-ズボタン 

③ D 旧 K ランプ(緑色/アンパー色） 

ハードディスク（オプション）にあるランプ。八ードディス 
クにアクセスしているときに緑色に点灯する。八ードディ 
スクが故障するとアンバー色に点灯し、リビルド中は緑色 
とアンバー色に交互に点滅する（ディスクアレイ構成時の 
み、一71ページ）。 

④ 3.已インチデバイスベイ 

八ードディスク増設巧ス□、ソト。約 25.4 mm (1 インチ)厚の 
八ードディスクが取り付けられる（一105ページ)。 

SCSI ID はちから順に IDO 〜 ID 4 で固定に設定されている。 
J \- ドディスクは別売品でブランクス□、ソトにはダミート 
レーが搭載されている （ ID 0 のス □、ソ トを除く）。 

⑥ HDD ケージ搭載ス□ット 

オプションの増設 HDD ケージ増設用ス□、ソト（一110ペー 
ジ)。 

⑥ カバーオープンセンサ 

フ□ントドアの開閉をお化するセンサ。 

⑦ 3.已インチフ□ッピーディスクドライブ 

3.5 インチフ □、ソ ピーディスクを挿入して、データの書き 
込み/読み化しを行う装置(^94ぺージ)。 

®-1 イジェクトボタン 
(7)-2 ディスク挿入 □ 

®-3 フ□、ソピーディスクアクセスランプ（アクセス中は 
緑色に点灯） 

⑧ RESET スイッチ 

Express サーバ本体をリセットするスイッチ（一179ペー 
シ、)。 

⑨ ランプ(前ページ参照） 

® SLEEP スイッチ 

一度押すと、本体がスリープ状態(省電カモード）となり、 
POWER スイッチを押すと復帰する (Windows 2000でサ 
ポートー93ページ)。 

⑩ POWER スィッチ 

電源を ON / OFF ずるスイ、ソチ。一度押すと POWER ランプ 
が点灯し、 ON の状態になる。もう一度押すと電源を OFF 
にする（一81ページ)。4秒]:上押し続けると強制的に 
シャツトダウンする（一179ページ）。 


⑧ ①③ ③ 



⑦⑥⑥ ④ 



⑩ USB4 コネクタ 

USB インタフェースに対応している機器と接続する 
(Windows NT 4.0では対応したドライバが必要、 一11 
ページ)。 

⑩ DUMP スイッチ 

Express サーバ本体に起きたイベント□グを採取する（一 
272ページ)。 


八—ドウ H ア編 
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装置背面 


① POWER スタンバイランプ 

AC 電源の受電状態と冗長構成であるかどうかを示すラン 
プ(一72ページ)。標準装備の電源コードを AC インレッ 
卜 （®- 1 ) に接続すると、 「 AC 1」と rAC 2」 ランプが点灯す 
る。オプションの電源ユニットを搭載し、 AC インレット 
(©-2)にも電源コードを接統すると、 「 ACR 」 ランプが点 
灯し、装置の電源が冗長構成の間、点灯する。 

② AC POWER ランプ 

装置の電源を ON にすると緑色に点灯する卜73ぺ一 
ジ)。電源が故障するとアンバー色に点灯する。 

③ 電源ユニット 

Express サーバに DC 電源を供給する装置。 

④ 増設電源ユニットス□ット 

オプションの電源ユニットを取りがけるス□、ソト（一114 
ページ)。 

(D AC インレット 

電源コードを接続するソケット（^77ぺージ)。 

( D -1 装置に標準添付されている電源コードを接続ずる 
ソケット 

( D -2 増設電源ユニットを取り付けたときに接続するソ 
ケット 

⑥ が付け SCSI コネクタ 

外がけ SCSI 機器と接続する Ultra 160 SCSI コネクタ（一 
77ページ)。接統するためじはマザーボード上のケーブ 
ル接統を変更する必要がある（一139ページ)。 

⑦ シリアルポート B コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する （^77 
ぺージ ) 。 

なお、専用回線に直接接続することはできません。 

⑧ PCI ボード増設用ス□ット 

オプションの PCI ボードを取りがけるス□、ソト（一に日 
ページ)。 

(D USB1 〜3コネクタ 

USB インタフェースに対応している機器と接統する 
(Windows NT 4.0では対応したドライバが必要、一77 
ページ)。ちから順にコネクタ1〜コネクタ3と割り当て 
られている。 

⑩キーボードコネクタ 

添付の丰ーボードを接続する（^77ぺージ)。 

⑩マウスコネクタ 

添付のマウスを接続する（^77ぺージ)。 

⑩シリアルポート A コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する（^77 

ページ)。 

なお、専巧回線に直接接続することはできません。 



⑩プリンタポートコネクタ 

セント□ニクスインタフェースを持つプリンタと接続ずる 
(一のページ)。 

® モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続する（一 T 7 ページ)。 

敬 LINK/ACT ランプ 

LAN のアクセス状態を示すランプ(一73ページ)。 

⑩ LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する（一77ページ）。 
丸数字の後の数字はポート番号を示す。 

(3)-1 1 0 OBase - TX /1 OBase-T 
⑩ -2 1 0 OOBase - T /1 OOBase - TX /1 OBase-T 

⑩1000 /100/10 ランプ 

LAN ポート 2 の転送速度を示すランプ(一 74 ページ)。 

⑩100/10ランプ 

LAN ポート1の転送速度を示すランプ(一73ページ)。 

⑩ ID ランプ 

ラックマウントモデルのときのみ使用するランプ。 
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装置内部 


図は、内部に取りがけられているダクトカバーを取り外した状態のものです。 


電源ユニット 

DIMM (Slot #K #2に2枚標準装備） 

CPU 1(標準装備） 

CPU 2( オプション） 

己.25インチデバイスベイにス□、ソト） 

CD - ROM ドライブ 
3.5 インチデバイスベイ 

HDD ケージ(八ードディスク5台を搭載可能）を1台搭載。 
3. 己インチフ□、ソピーディスクドライブ 
HDD ケージス□、ソト 
冷却ファン （ Fan 己） 

冷却ファン （Fan 4) 

冷却ファン （Fan 3) 

マザーボード 
外部 SCSI 接続ケースレ 

購入時は未使用。マザーボード上のケーブル接続を変え 
ることで使巧できる。 

冷却ファン （Fan 2) 

ぶ却ファン （ Fan 1) 

カバー オープンセンサ 
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電源コネクタ 
電源信号コネクタ 

DIMM ソケット(下から Slot # 1 〜 Slot #6) 

SI 饥#1と#2、#3と#4、#5と#6の2枚1組単位で増設ずる 
にの単位を 「 Group 」 と呼ぶ)。 

電源コネクタ 
CPU 1ソケット 
CPU 2 ソケット 
COM B コネクタ 

フ□、ソピーディスクドライブコネクタ 
ぶ却ファンコネクタ （ Fan 己） 

I DE コネクタに D - ROM ドライブ用） 

ぶ却ファンコネクタ（未使用） 

IDE コネクタ（未使用） 

リチウム電池 
IPMB コネクタ（未使用） 

ぶ却ファンコネクタ （Fan 3) 

ぶ却ファンコネクタ （Fan 4) 

HSBP ( B ) コネクタ 
HSBP ( A ) コネクタ 
DAC LED コネクタ 


CMOS /； スワードクリア用ジャンパスイッチ （ 180ページ参 
照） 

Ultra 160 旧）コネクタ （5.25 インチデバイス-外がけ SCSI 機 
器用） 

USB コネクタ 

フ□ントパネルインタフェースコネクタ 
Ultra 160( A ) コネクタ（内蔵八ードディスク用） 

PCI ボードス□、ソト （6 ス□、ソト、上か 6 PCI #1 一 PCI #2 一 
PCI #3 一 PCI #4 一 PCI #5 — PCI #6) 

PCI #1、#2: 64- bit /100 MHz 

PCI #3 〜抗： 32- bit /33 MHz 

PCI #6: 64- bit /66 MHz 

オープンセンサコネクタ 
ぶ却ファンコネクタ （ Fan 1) 

ぶ却ファンコネクタ （Fan 2) 

に MB コネクタ 

外部接続コネクタ （66 ページ参照） 

* ここでは本装置のアップグレードや保守馆 B 品交換など） 
の際に使用するコネクタのみあげています。その他のコ 
ネクタや部品については出荷時のままお使いください。 
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ランプ表巧 


Express サーバのランプの表示とその意□末は次のとおりです。 

POWER/SLEEP ランプトを） 

Express サーバの電源が ON の間、ランプが緑色に点なしています。電源が Express サーバに 
供給されていないと POWER ランプが消なします。 

省電カモードをサポートしている 0 S で、 Express サーバを省電カモードに切り替えるとラン 
プが緑色に点滅します。 POWER スイ、ソチを押すと、通常の状態に戻ります。 

省電カモードは Windows 2000の場合に機能します。また、 OS によっては一を時間じ(上、 
Express サーバを操作しないと自動的に省電カモードに切り替わるよう設をしたり、 OS のコ 
マンドによって省電カモードに切り替えたりすることもできます。 


STATUS ランプ (A) 

Express サーパが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点なします。 STATUS ラ 
ンプが消なしているときや、アンパー色に点な/点滅しているときは Express サーバになんら 
かの 異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意□ホ、対処方法を示します。 

• ESMPRO またはオフライン保ずユーティリティをインストールしておくとエラーログ 
rE 37 n を参照することで故障の原因を確認することができます。 

• いったん電源を OFF にして再起動するときに、 OS からシャットダウン処理ができる場 
合はシャットダウン処理をして再起動してください。シャットダウン処理ができない場 
合はリセット、強制シャットダウンをするか （179 ぺージ参照）、一度電源コードを抜き 
差しして再起動させてください。 


八—ドウ H ア編 
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STATUS ランプの状態 

意味 

巧処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

- 

緑色に点滅 

参メモリか CPU が縮退した状態で動 
作していまず。 

• メモリ1ビットエラーが多発して 
いまず。 

己 I 0 S セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているデバイス 
を磕認後、早急に交換ずることをお勧めし 
まず。 

消灯 

電源が 0 FR こなっている。 

- 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を完了後、 
しばらくずると緑色に点灯しまず。 

CPU でエラーが発生した。 

いったん電源を OFF にして、電源を ON にし 
直してください。 POST の画面で何らかのエ 
ラーメッセージが表示された場合は、メッ 
セージを記録して保守サービス会社に連絡 
してください。 

CPU 温度の異常をお出した。 
( Thermal - Trip ) 

ウォッチドッグタイマタイムアウトが 
発生した。 

メモリで訂正不可能なエラーがネ矣化さ 
れた。 

PCI システムエラーが発生した。 

PCI パリティエラーが発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを採取し終わるまでお待ち < ださい。 

アンバー色に点灯 

温度異常をお出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着してい 
ないかどうか磕認してください。また、 

ファンユニットが痛実に接続されているこ 
とを磕認してください。 

それでも表示が変わらない場合は、保守サ 
ービス会社に連絡してください。 

電圧異常をお出した。 

保守サービス会社に連絡してください。 

すべての電源ユニットが故障した。 

アンバー色に点滅 

冗長構成で電源不良をお出した。 

保守サービス会社に連絡してください。 

ファンアラームをお出した。 

ファンユニットが確実に接続されているこ 
とを磕認して<ださい。それでも表示が変 
わらない場合は、場合は、保守サービス会 
社に連絡して<ださい。 

温度警告をお化した。 

内部のファンにホコリやチリがが着してい 
ないかどうか磕認してください。また、 

ファンユニットが磕実に接続されているこ 
とを磕認してください。 

それでも表示が変わらない場合は、保守サ 
ービス会社に連絡してください。 

電圧警告をお出した。 

保守サービス会社に連絡してください。 
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D に K ACCESS ランプ(目） 

D に K ACCESS ランプは 3.5 インチデバイスベイに取りがけられている八ードディスクの状 
態を示します。 

八ードディスクにアクセスするたびにランプは緑色に点なします。 

D に K ACCESS ランプがアンバー色に点灯している場合は、八ードディスクに障害が起きた 
ことを示します。故障した八ードディスクの状態はそれぞれの八ードディスクにあるランプ 
で磕認できます。 

D に K ACCESS ランプが緑色とアンバー色に交互に点滅している場合またはアンバー色に点 
滅している場合は、内蔵のディスクアレイコント□ーラに接続されている八ードディスクの 
リビルド(再構築)が行われていることを示します。 


LAN アクセスランプ ( S ) 

Express サーバが LAN じ接続されているときに緑色に点灯し、 LAN を介してアクセスされて 
いるとき(パケットの送受信を行っているとき）に点滅します。アイコンの隣にある数字は背 
面のネットワークポートの番号を示します。 


アクセスランプ 

フ□、ソピーディスクドライブと CD - ROM ドライブのアクセスランプは、それぞれにセットさ 
れているディスクや CD - ROM にアクセスしているときに点灯します。 


八ードディスクのランプ 

3.5 インチデバイスベイに搭載している D に K ランプは 
表示状態によって意□ホが異なります。 

• 緑色に点な 

八ードディスクに電源が供給されていることを示し 
ます。 

• 緑色に点滅 

八ードディスクにアクセスしていることを示しま 
す。 

• アンバー色に点な 

ディスクアレイを構成しているときに取りがけている八ードディスクが故障しているこ 
とを示します。 

ディスクアレイ （ RAID 1、 RAID 5、 RAID 0+1) を構成してぃる場合は、1台のハードディ 
1-^ スクが故障しても運用を続けることができますが早急にディスクを交換して、再構築 

(リビルド）を行うことをお勧めします（ディスクの交換はホットスワップで行えます）。 
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緑色とアンバー色に交互に点滅 

八ードディスクの再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではありません）。 
ディスクアレイ構成で、故障した八ードディスクを交換すると自動的にデータのリビル 
ドを行います（オートリビルド機能)。リビルド中はランプが緑色とアンバー色に交互に 
点なします。 

リビルドを終了するとランプは消なします。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
に点灯します。 


リビルド中に Express サーバの電源を OFF にずると、リビルドは中断されまず。再起 
動してか5八ードディスクをホットスワップで取り付け直してリビルドをやり直してく 
ださい。ただし、オートリビルド機能を使用ずるときは次のを意事項を守ってくださ 
い。 

• 電源を OFF にしないでください(いったん電源を OFF にすると才ートリビルドは起 
動しません)。 

• j \- ドディスクの取りがし/取り付けの間隔は90秒 ly 上あけてください。 

• 他にリビルド中の八ードディスクび存在する場合は、八ードディスクの交換は行わ 
ないで < ださい。 


AC スタンバイランプ 

背面にある AC スタンバイランプは、電源ユニットへの AC 電源の 
供給状態を示すランプです。 

AC インレットじ電源コードを接続して AC 電源を電源ユニットが 
受電すると 「 ACR 」 ランプじ(外が緑色に点なします。 

電源ユニットを3台搭載(標準は2台）し、電源に冗長機能を持たせ 
ているときに、 Express サーバの電源を ON にすると冗長機能が機 
能していることを示す 「 ACR 」 ランプも緑色に点なします。 


AC インレットに電源コードを接続したときに 「 ACR 」 ランプじ(外が 
点灯しない場合や、3台の電源ユニットを搭載している本装置の電 
源を ON にしても、 「 ACR 」 ランプ電源が点なしない場合は、電源ユ 
二、ソトか電源ユニットを搭載するパワーサプライベイの故障が考 
えられれます（電源ユニット単体の故障は電源ユニットの AC 
POWER ランプで確認できます）。保守サービス会社に連絡して電 
源ユニット、またはパワーサプライベイを交換してください。 
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AC POWER ランプ 


背面じある電源 ユニツ トには 、 AC POWER ランプが 
あります。 AC インレツトに電源コードを接続して AC 
電源を電源 ユニツ トが受電すると緑色に点滅します。 
Express サーバの電源を ON にするとランプが緑色に点 
灯します。 Express サーバの電源を ON にしてもランプ 
が点なしない、またはアンバー色に点なする場合は、 
電源 ユニツ トの故障が考えられます。保守サービス会 
社に連絡して電源 ユニッ トをを換してください。 


■L 

rpn 


オプションの電源ユニットを搭載している場合 
は、1台の電源ユニットが故障しても、残りの2台 
の電源ユニットで運用を続けることができます 
(冗長機能)。また、故障した電源ユニットはシス 
テムを停止することなく、電源 ON のまま交換 
(ホットスワップ）できます。 



LAN コネクタのランプ 

背面にある2つの LAN ポート（コネクタ）にはそれぞ 
れ2つのランプがあります。 

♦ LINK / ACT ランプ ( LAN ポート 1/ LAN ポート 
2共通） 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表 
示します。本体と HUB に電力が供給されてい 
て、かつ正常に接続されている間、緑色に点な 
します ( LINK )。 ネットワークポートが送受信を 
行っているときに緑色に点滅します ( ACT ) 。 

LINK 状態なのにランプが点なしない場合は、 

ネットワークケーブルの状態やケーブルの接続 
状態を磕認してください。それでちランプが点 
なしない場合は、ネットワーク （ LAN ) コント 
□ーラが故障している場合があります。お買い 
求めの販売店、または保守サービス会社に連絡 
してください。 

♦ 100/10ランプ 

LAN ポート1は、100巨 ASE - TX と1 0 BASE - T をサポートしています。 

このランプは、ネットワークポートの通信モードが100 BASE - TX か、10目 ASE - T のどち 
らのネ、ソトワ ー クインタフ エースで 動作されているかを示します。緑色に点なしている 
ときは、100巨 ASE - TX で動作されていることを示します。消なしているときは、 

1 0 BASE - T で動作されていることを示します。 



100/10ランプ 
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• 1000 / I 00/10 ランプ 


LAN ポート 2 は、1000目 ASE - T と100目 ASE - TX 、10 BASE - T をサポートしています。 


このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフエースで 
動作されているかを示します。アンパー色に点灯しているときは、1000 BASE - T で動作 
されていることを示します。緑色に点なしているときは、100 BASE - TX で動作されてい 
ることを示します。消なしているときは、10巨 ASE - T で動作されていることを示しま 
す。 


ID ランプ ( ID スイッチ） 

ラックコンバージョンキ、ソトを使用してラックマウントモデルにした場合に表示可能となり 
ます。このランプは1台のラックに複数台の装置を設置しているときに、装置前面にある ID 
スイッチを押すと、装置前面および背面の ID ランプが青色に点灯し、保守をしようとしてい 
る装置を特をすることができます。 ID ランプを消灯させるには ID スイ、ソチを再度、押してく 
ださい。 



前面 
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A ミ主意 



装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ拟降の説明をご覧ください。 

• 2人下で持ち上ばない 

• 指定似がの場所に設置しない 


Express サーバの設置にふさわしい場所は次のとおりです。 



設置場所が巧まったら、3人 t (上で Express サーバの底面をしっかりと持って、設置場所に 
ゆっくりと静かに置いてください。 

I n-O 装置前面のフ□ントドアを持って、持ち上げないでください。フ□ントドアびがれて落下 
し、装置を破損してしまいます。 


設置と接続 

Express サーバの設置と接続じついて説明します。 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に 
Express サーバを設置すると、誤動作の原因となります。 



温度変化の激しい場所(暖房器、 
エアコン、を蔵庫などのお<)。 



帯電防止加工が施されていない 
じゅうたんを敷いた場所。 



強い磁界を発生させるもの（テレ 
ビ、ラジオ、放送/通信用アンテ 
ナ、送電線、電磁クレーンなど)の 
お<(やむを得ない場合は、保守 
サービス会社に連絡してシールド 
工事などを行ってください）。 



n y 

強い振動の発生する場所。 




本装置の電源コードを他の接地線 
(特に大電力を消費する装置など） 
と共用しているコンセントに接続 
しなければならない場所。 



腐食性ガスの発生する場所、薬品 
類のお< や薬品類がかかるおそれ 
のある場所。 



電源コードまたはインタフェース 
ケーブルを足で踏んだり、引っ掛 
けたりするおそれのある場所。 


電源ノイズ(商用電源をリレーな 
どで ON / OFF する場合の接点ス 
パークなど)を発生する装置のお 
くには設置しないでください。 
(電源ノイズを発生する装置のお 
<に設置するときは電源配線の分 
離やノイズフィルタの取り付けな 
どを保守サービス会社に連絡して 
行ってください。） 
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0A 

装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死 t ずるまたは重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 Mi 
ページ似降の説明をご覧ください。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につなびない 



A ミ主意 


A \ 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ拟降の説明をご覧ください。 

• 指定似がのコンセントに差し込まない 

• たこ足配線にしない 

• 中途半端に差し込まない 

• 指定 m がの電源コードを使わない 

• プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしない 





Express サーバと周辺装置を接続します。 

Express サーバの背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されていま 
す。次の図は Express サーバが標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示 
します。周辺装置を接続してから添付の電源コードを Express サーバに接続し、電源プラグ 
をコンセントにつなげます。 
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専用回線への直接接続は不可 

*1 Windows NT 4.0では対応するドライバが必要です。 

*2 装置内部のケーブル接続を変える必要があります。購入時 
の接続構成では使用できません。 


M-O • Express サーバおよび接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してください。 
ON のが態のまま接続すると誤動作や故障の原因となりまず。 

• NEC 似が(ヴードパーティ）の周辺機器およびインタフェースケーブルを接続ずる場台 
は、お買い求めの販売店でそれ5の装置び Express ヴーバで使用できることをあ5か 
じめ確認してください。サードパーティの装置の中には Express サーバで使用できな 
いちのびあります。 

• SCSI 機器の接続は、本体内部の外部 SCSI ケーブル長(己己 cm ) を含め、ケーブルの全 
長び 3 miy 内になるようにしてください。 

• が付け SCSI 機器を接続するためには本体内部のケーブル接続を変更する必要びありま 
す。「ケーブル接続」を参照してください。 

• 添付のキーボード、マウスはコネクタ部分の 「 A 」 マークをちに向けて差し込んでくださ 
い。 

• ダイヤルアップ経由のエクスプレス通報サービスを利用ずる際に使用ずるモデムについ 
ては、 NEC フィールディングにご相談ください。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできません。 
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Express サーバの電源コードを無倍電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にある 
サービスコンセントじ接続します。 

UPS のサービスコンセントじは 、 「SWITCH OUT 」 と 「 UN-SWITCH OUT 」 という2種類のコ 
ンセントがあります （「 OUTPUT 1」、 「0 UTPUT 2」 と呼ぶ場合もあります）。 

UPS を制御するアプリケーシヨン作 SMPRO / UPSContmller など)から電源の制御をしたい 
場合は 、 SWITCH OUT じ電源コードを接続します。 

常時給電させたい場合は、 UN-SWtCH OUT じ電源コードを接続しますに4時間稼働させる 
モデムなどはこのコンセントに接続します）。 



UN-SWITCH OUT 
(0 UTPUT 2) 


SWITCH OUT 
(OUTPUT 1) 


本装置の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）させ 
るために Express サーバの BIOS の設定を変更してください。 

BIOS のに e 「 ve 「」一^ AC - UNK 」を選択すると表示されるパラメータを切リ替えることで設定 
することができます。詳しくは163ページを参照してください。 


八—ドウ H ア編 


79 





























基本的な操作 

Express サーバの基本的な操作の方まについて説明します。 


フロントドアの開閉 


Express サーバの電源の ON/OFF やフ□、ソピー ディスク ドライブ、 CD-ROM ドライブ、 5.25 
インチデバイスを取り扱うとき、 3.5 インチデバイスベイへの八ードディスクの取りがけ/ 
取り外しを行うときはフ□ントドアを開きます。 

M-O • フ□ントドアは、添付のセキユリティキーで□ツクを解除しないと開けることびできま 
せん。 

• ソフトウェアには CD-ROM のトレーや已 .2 己インチデバイスベイに取り付けているデバ 
イスにセツトしているメディアをイジェクトさせるコマンドを持つものびありまず。こ 
の場合、フ□ントドアび開いていることを確認してか5コマンドを実行してください。 
フ□ントドアを閉じたままコマンドを実行ずると、フ□ントドアに CD-ROM のトレー 
や己.2己インチデバイスのメディアがぶつかり、装置を故障させることびありまず。 

车ース □、ソ トに添付のセキュリティキーを差し込み、キーを回して □、ソ クを解除してから、 
フ□ントドア左上部の取っ手を軽く持って手前に引くと開きます。フ□ントドアを閉じた後 
は、セ丰ュリティのためにも羊一で□ツクしてください。 

I M-O フ□ントドアを開ける際は、ち上部の取っ手にツメを引っかけて開けないようお願いしま 
ず。フ□ントドアが開けづ5い場合は、ち上部と左下部をそれぞれ手で持って手前に引いて 
<ださい。 
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電源の ON 


Express サーバの電源は前面にある POWER スイ、ソチを押すと ON の状態になります。 
次の順唐で電源を ON にします。 


ディスプレイ装置および Express サーバに接続している周辺機器の電源を ON (こする。 




無停電電源装置 (UPS) などの電源制御装置(こ電源コードを接続している場合は、電源制御装置 
の電源が ON (こなっていることを確認してください。 


2. Express サーバ前面にある POWER ス 
イッチを押す。 


POWER/SLEEP ランプが'緑色(こ; S 义了 
し、しば6くするとディスプレイ装置の 
:は 「NEC」 □ゴが表示されます。 


画面しは 

wO\ 



AC インレットに電源コードを接続 
した後、 POWER スイッチを押す 
まで10砂 m 上の時間をあけてくだ 
さい。 

「 NEC 」□ ゴおよび □ ゴ下側に何5 
かの文字び表示されるまでは電源 
を OFF にしないで < ださい。 


「NEC」 □ゴを表示している間、 Express サーバは自己彭断プ□グラム (POST) を実行して Express 
サーバ自身の彭断しています。詳しくはこの後の 「POST のチェック」をご覧ください。 POST を 
完了すると 0S が起動します。 


I チェッ匀 


POST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。84ページを参 
照してください。 
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POST (Power On Se げ - Test ) は、 Express サーバのマザーボード内に記録されている自己診 
断機能です。 

POST は Express サーバの電源を ON じすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリ 
モジュール、 CPU モジュール、车ーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の 
実行中じを種の BIOS セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

Express サーバの化荷時の設をでは POST を実行している間、 

ディスプレイ装置には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。 （< Es に羊一 
を押すと、 POST の実行内容が表示されます。） 

jl; BIOS の メニュー で <Esc> キー を押さなくても、はじめから POST の診断内容を表示させる 

ことができます。 「BIOS の コンフィグレー シ ョン」 の 「Advanced(154 ぺー ジ）」にある 「Boo 卜 
time Diagnostic Screen」 の設定:を「 Enabled」 に切り替えてください。 

POST の実行内容は常に磕認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを磕認してください。 

• Express サーバの導入時 
• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 
• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順をおって説明します。 

M-O • POST の実行中は、キー入力やマウスの操作をしないようにしてください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に口 ress Any Key」 とキー入力を要 
求するメッセージを表示ずる場合もありまず。これは取り付けたオプションのボードの 
BIOS び要求しているためのものです。オプションのマニュアルにある説明を確認して 
か5何かキーを}甲してください。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取りがし/取り付けているス□ットの変更をしてか 
5電源を ON にすると、 POST の実行中に取り付けたボードの構成に誤りびあることを 
示すメッセージを表示して POST をいったん停止ずることびありまず。 

この場 S まく F1 >キーを巧して POST を継続させてください。ボードの構成についての 
変更/設定は、この後に説明ずるユーティリティを使って設定できまず。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチて、ソクを始めます。ディスプレイ装置の画面左上に基本メ 
モリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示されます。 Express サーバに搭 
載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了するまでに数分かかる場合もありま 
す。同様に再起動（リブート）した場合など、画面(こ表示をするのじ約1分程の時間がかかる場合 
があります。 

2 . メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これ6は搭載している 
CPU や接続しているキーボード、マウスなどをお化したことを®6せるメッセージです。 


医に 
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3. しば 6 くすると、 Express サーバのマザーボードにある目10 S セットアップユーティリテイ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 


[Press <F2> to enter SETUP 


Express サーバを使用する環境にあった設定に変更するとき(こ起動してください。エラーメッセー 
ジを伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を変更する必 
要はありません(そのまま何も人力せずにいると数秒後に POST を自動的に続けます）。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> キーを押します。設定方まや 
パラメータの機能(こついては、145ページを参照してください。 

SETUP を終了すると、 Express サーバは自動的にもう一度はじめか 6 P 0 ST を実行します。 

4. 続いて Express サーバに内蔵の SCSI コント□-ラを檢おし、 SCSI 目10 S セツトアップユーティリ 
ティの起動を促すメッセージが表示されます(そのまま何も入力せず(こし巧と数秒徵こ POST を自 
動的(こ続けます）。 


[Press <Ctrl> <A> for SCSISelectfTM) Utility! | 


ここで < Ctrl > キーと < A > キーを押すとユーティリティが起動します。設定方まやパラメータの機 
能については、171ページを参照してください。 

ユーティリティを使用しなければな6ない例としては次のような場合があります。 

• 日.2日インチデバイスベイに SCSI 機器を取りがけた場合 
• 外付け SCSI 機器を接続した場合 
• Express サーバ内部の SCSI 機器の接続を変更した場合 

ユーティリティを終了すると、 Express サーパは自動的にもう一度はじめか 6 P 0 ST を実巧しま 
す。 

Express サーバの PCI バスに複数の SCSI コント□-ラボードを搭載しているときは、 PCI バス番号 
の PCI #3一 PCI #4一 PCI #5一 PCI #2一 PCI #1 一 PCI #6の順で搭載しているボードの SCSI BIOS 
セットアップユーティリティの起動メッセージを表示します。 

己.接続している SCSI 機器が使用している SCSI ID 番号などを画面に表示します。 

巨.オプションボードのディスクアレイコント□-ラを搭載している場合は、ディスクアレイ BIOS 
セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示されます(搭載したボードによって起 
動メ、ソセージや操作が異なる場合があります）。 

<表示例> 


[Press <Ait-M> tor BIOS options 


ここで < AI わキーと < M > キーを押すとユーティリティが起動します。設定方まやパラメータの機能 
(こついては、ボードに添付の説明書を参照して<ださい。（エラーメッセージを伴った上記のメッ 
セージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を変更する必要はありません。） 
そのまま何も人力せずにいると次に示すメッセージが表示されます。 

<表示例> 


Press <Alt-R> lor RAID configuration options I 


ここで < AI わキーと < R > キーを押すとディスクアレイの設定をするユーティリティが起動します。 
設定方まやパラメータの機能(こついては、 EXPRESS 目 UILDER (こ格納されたオンラインドキュメ 
ントまたはボードに添付の説明書を参照してください。そのまま何も入力せずにいると数秒後(こ 
POST を自動的(こ続けます。 
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7. 目 lOS セットアップユーティリティに ETUP 」 でパスワードの設定をすると、 POST が正常に終了 
した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで巧えます。3回とも入力を誤ると Express サーバを起動できなくな 
ります。この場合は、 Express サーバの電源を OFR こしてか6、約10秒ほど時間をあけて ON にし 
て Express サーバを起動し直してください。 

w-oira 

os をインストールずるまではパスワードを設定しないでください。 

8 . POST を終了すると OS を起動します。 


POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを橫化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。 
次にエラーメッセージの一覧と原因、その対処方法を示します。 

M-O 保守ヴービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてください。アラー 
ム表示は保守を行うとさに有用な情報となりまず。 


ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

0200 

Failure Fixed Disk. 

八 ー ドディスクエラ ー。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0210 

Stuck Key. 

キーボード接続エラー 。 

キーボードをホ妾続し直してくだ'さい。 

0211 

Keyboard error. 

キーボードエラー。 

• キーボードを接続し直してく 
ださい。 

0212 

Keyboard Controller 
Failed. 

キーボードコント□ーラエラー。 

• 再起動してください。それで 
も直らない場合は保守サービ 
ス会社に連絡して<ださい。 

0213 

Keyboard locked - 
Unlock key switch. 

キーボードが□ックされている。 

キースイッチの□ックを解除して 
ください。□ックを解除しても直 
らない場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 

0220 

Monitor type does not 
match CMOS - Run 
SETUP. 

モニタのタイプが CMOS と一致しな 
い。 

SETUP を起動してください。 
SETUP で直らない場合は保守サ 
ービス会社に連絡してください。 

0230 

System RAM Failed at 
offset. 

システム RAM エラー。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0231 

Shadow 民 am Failed at 
offset. 

シャドウ RAM エラー。 


0232 

Extended RAM Failed at 
address line. 

拡張 RAM エラー。 


0250 

System battery is dead - 
Replace and run SETUP. 

システムのバッテリがない。 

保守サービス会社に連絡してバッ 
テリを交換してください。（コン 
ピュータを再起動後、 SETUP を 
起動して設定し直してください。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

0251 

System CMOS checksum 
bad - Default 
configuration used. 

システム CMOS のチェックサムが'正し 
<ない。 

デフォルト値が設定されまし 
た。 SETUP を起動して、設定し 
直してください。それでも直らな 
い場合は保守サービス会社に連絡 
してください。 

0252 

Password checksum Dad 
- Passwords cleared. 

パスワードのチェックサムが'正しくな 
い。 

パスワードがクリアされまし 
た。 SETUP を起動して設定し直 
してください。 

0260 

System timer error. 

システムタイマーエラー。 

SETUP を起動して、時刻や日が 
を設定し直して<ださい。設定し 
直しても同じエラーが続けて起き 
るときは保守サービス会社に連絡 
してください。 

0270 

Real time clock error. 

リアルタイムク□、ソクエラ ー。 

0271 

Check date and time 
setting. 

リアルタイムク □ 、ソクの時刻設定に誤 
りがある。 

0281 

Memory Size found by 
POST deffered from EISA 
CMOS. 

EGA CMOS と異なったメモリサイズ 
が POST よりお出された。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

02B0 

Diskette drive A error. 

フ□、ソピーディスクドライブ A の 
ェラー。 

SETUP を起動して、 「 Main 」 メ 
ニューの 「Legacy Floppy A 」 、 
「Legacy Floppy B 」 を設定し直 
してください。設定し直しても同 
じエラーが続けて起きるときは保 
守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

02B1 

Diskette drive B error. 

フ□、ソピーディスクドライブ B の 
ェラー。 

02B2 

Incorrect Drive A type - 
run SETUP. 

フ□、ソピーディスクドライブ A のタイ 
プが正しくない。 

SETUP を起動して、設定し直し 
てください。それでも直らない場 
合は保守サービス会社に連絡して 
ください。 

02B3 

Incorrect Drive B type - 
run SETUP. 

フ□、ソピーディスクドライブ B のタイ 
プが正しくない。 

02D0 

System cache error - 
Cache disabled. 

システムキャッシュエラー。 

キャッシュを使用できません。保 
守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

02D1 

System Memory exceeds 
the CPU's caching limit. 

メモリが CPU のキャッシュの限界を超 
ぇた。 

保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

02F4 

EISA CMOS not write 
able. 

EGA CMOS に書き込めない。 


02F5 

DMA Test Failed. 

DMA テストエラー。 


02F6 

Software NMI Failed. 

ソフトウェア NMI エラー。 


02F7 

Fail-safe Timer NMI 

Failed. 

フェイルタイマの NMI エラー。 


0611 

IDE configuration 
changed. 

IDE の構成エラー。 


0612 

IDE configuration error- 
device disabled. 

IDE の構成デバイスエラー。 


0613 

COM A configuration 
changed. 

COM A の構成エラー。 


0614 

COM A config. error - 
device disabled. 

COM A の構成デバイスエラー。 
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ディスプレイ上の エラー メッ セージ 

意味 

巧処方法 

0615 

COM B configuration 
changed. 

COM B の構成エラー。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0616 

COM B config. error - 
device disabled. 

COM B の構成デバイスエラー。 


0617 

Flopppy configuration 
changed. 

フ□、ソピーディスクドライブの構成エ 
ラー。 


0618 

Floppy config. error - 
device disabled. 

フ□、ソピーディスクドライブの構成デ 
バイスエラー。 


0619 

Parallel port 
configuration changed. 

パラレルポートの構成エラー。 


061 A 

Parallel port config. error 
- device disabled. 

パラレルポートの構成デバイス 
ェラー。 


0B00 

Rebooted during BIOS 
boot at Post Code. 

BIOS ブート中に再起動した。 


0B01 

Rebooted during OS 
boot. 

0S ブート中に再起動した。 


0B02 

Rebooted during OS 
Runtime. 

0S ランニング中に再起動した。 


0B1B 

PCI System Error on 

Bus/Device/F unction. 

バス/デバイス/機能で PCI システムエ 
ラーが発生した。 


0B1C 

PCI Parity Error on 

Bus/Device/F unction. 

ノな/デバイス/機能で PCI ノのティエ 
ラーが発生した。 


0B22 

Processors are installed 
out of order. 

プ□セ、ソサの故障。 

保守を化頼して CPU を交換して< 
ださい。 

0B28 

Unsupported Processor 
detected on Processor 1. 

CPU #1 ソケットにサポートしていな 
し也 PU が搭載されている。 

本装置がサポートしている CPU で 
あることを確認してください。モを 
認できない場合は保守サービス会 
社に連絡して保守を依頼して<だ 
さい。 

0B29 

Unsupported Processor 
detected on Processor 2. 

CPU #2 ソケットにサポートしていな 
し侣 PU が搭載されている。 

0B30 

Fan 1 Alarm occurred. 

ファンの異常。 

ファンの故障、またはファンの目 
詰まりが考えられます。保守サー 
ビス会社に連絡して保守を化頼し 
てください。 

0B31 

Fan 2 Alarm occurred. 


0B32 

Fan 3 Alarm occurred. 


0B33 

Fan 4 Alarm occurred. 



0B34 

Fan 5 Alarm occurred. 



0B50 

Processor # 1 with error 
taken off ine. 

CPU#1 でエラーをお化したため、 

CPU#1 を縮退した。 

CPU が縮退しています。保守サー 
ビス会社に連絡して<ださい。 

0B51 

Processor #2 with error 
taken offline. 

CPU#2 でエラーをお化したため、 
CPU#2 を縮退した。 


0B5F 

Forced to use Processor 
with error 

CPU エラーを検出した。 

すべての CPU でエラーをネ矣出した 
ため、強制的に起動しています。 
保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

0B60 

DIMM group # 1 has 
been disabled 

メモリエラーをお化した。メモリ#1が 
縮退している。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0B61 

DIMM group #2 has 
been disabled 

メモリエラーをお化した。メモリ#2が 
縮退している。 


0B62 

DIMM group #3 has 
been disabled 

メモリエラーをお化した。メモリ#3が 
縮退している。 


0B70 

The error occurred 
during temperature 
sensor reading. 

温度異常をネ矣化する途中にエラーをお 
んしに。 

保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

0B71 

System Temperature out 
ol the range. 

温度異常をネ矣化した。 

ファンの故障、またはファンの目 
詰まりが考えられます。保守サー 
ビス会社に連絡して保守を依頼し 
てください。 

0B74 

The error occurred 
during voltage sensor 
reading. 

電圧をネ矣化中にエラーが起きた。 

保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

0B75 

System voltage out of the 
range. 

システムの電圧に異常をお化した。 


0B78 

The error occurred 
during fan sensor 
reading 

FAN センサの検出中にエラーが起き 
た。 


0B7C 

The error occurred 
during fredundant power 
module confirmation 

冗長電源を構成している途中でエラー 
をお化した。 

保守サービス会社に連絡して電源 
ユニットをを換してください。 

0B7D 

The normal operation 
can't be guaranteed with 
use of only one PSU 

本装置に必要な基本電源構成を満たし 
ていない。 

保守サービス会社に連絡して電源 
ユニットを増設または交換してく 
ださい。 

0B80 

BMC Memory Test 

Failed. 

BMC デバイス(チップ)のエラー。 

一度電源を OFF にして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0B81 

BMC Firmware Code 

Area CRC check failed. 


0B82 

BMC core Hardware 
failure. 



0B83 

BMC IBF or OBF check 
failed. 

BMC のアドレスへのアクセスに失敗 
した。 


0B8A 

BMC SEL area full. 

システムイベント□グを書き込める容 
量がない。 


0B8B 

BMC progress check 
timeout. 

BMC チェックを一時中断した。 


0B8C 

BMC command access 
failed. 

BMC コマンドアクセスに失敗した。 


0B8D 

Could not redirect the 
console - BMC Busy - 

コンソールリダイレクトができない 
旧 MC ビジー）。 


0B8E 

Could not redirect the 
console - BMC Error - 

コンソールリダイレクトができない 
(BMC エラー)。 


0B8F 

Could not redirect the 
console - BMC 

Parameter Error - 

コンソールリダイレクトができない 
旧 MC パラメータエラー)。 
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ディスプレイ上の エラー メッ セージ 

意味 

巧処方法 

0B90 

BMC Platform 
imormation Area 
corrupted. 

己 MC デバイス(チ、ソスエラー。 

一度電源を OFF にして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0B91 

BMC update firmware 
corrupted. 


0B92 

Internal Use Area of 

BMC FRU corrupted. 

Chassis 情報を格納した SROM の故 
障。 

FRU コマンド、および EMP 機能]: 

外は使用できまず。致命的な障害で 
はありませんが、一度電源を OFF 
にして、起動し直してください。そ 
れでも直らない場合は保守サービス 
会社に連絡してください。 

0B93 

BMC SDR Repository 
empty. 

己 MC デバイス(チ、ソスエラー。 

一度電源を OFF にして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0B94 

IPMB signal lines do not 
respond. 

SMC (Sattelite Management 
Controller) の故障。 

IPM 己経由での SMC へのアクセス 
機能外は使用できまず。致命的 
な障害ではありませんが、一度電 
源を OFF にして、起動し直してく 
ださい。それでも直らない場合は 
保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

0B95 

BMC FRU device failure. 

Chassis 情報を格納した SROM の故 
障。 

FRU コマンド、および EMP 機能た又 
外は使用できまず。致命的な障害で 
はありませんが、一度電源を OFF 
にして、起動し直してください。そ 
れでも直らない場合は保守サービス 
会社に連絡してください。 

0B96 

BMC SDR Repository 
failure. 

センサデータレコード情報を格納し 
た SROM の故障。 

一度電源を OFF にして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会社に連絡し 
てください。 

0B97 

BMC SEL device failure. 

BMC デバイス(チ、ソプ)の故障。 

0B98 

BMC RAM test error. 

BMC RAM のエラー。 


0B99 

BMC Fatal hardware 

error. 

己 MC のエラー。 


0B9A 

BMC not responding. 

BMC のエラー。 


0B9B 

Private I2C bus not 
responding. 

プライべートに C バスより無応答。 


0B9C 

BMC internal exception. 

己 MC のエラー。 


0B9D 

BMC A/D timeout error. 

BMC のエラー。 


0B9E 

SDR repository corrupt. 

BMC のエラーまたは SDR のデータの 
破損。 


0B9F 

SEL corrupt. 

己 MC のエラーまたはシステムイベン 
卜□グのデータの破損。 


OBBO 

SMBIOS - SROM data 
read error. 

SROM のデータ リー ドエラー。 

保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

0BB1 

SMBIOS - SROM data 
checksum bad. 

SROM のデータェックサムエラー。 


OBCO 

POST detected startup 
failure of 1st Processor. 

CPU #1 のエラー。 

保守サービス会社に連絡して該当 
する CPU を交換ください。 

0BC1 

POST detected startup 
failure of 2nd Processor. 

CPU #2 のエラー。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

OBDO 

1st SMBus device 
address not 
acknowledged. 

1st SMBus アクセスに対してデバイ 
スが無応答。 

保守サービス会社に連絡してシステ 
ムイベント□グで示されたボードを 
交換ください。 

0BD1 

1st SMBus device Error 
detected. 

1st SMBus アクセスに対してエラー 
を検出した。 


0BD2 

1st SMBus timeout. 

1st SMBus アクセスに対してタイム 
アウトを検出した。 


0BD3 

2nd SMBus device 
address not 
acknowledged. 

2nd SMBus アクセスに対してデバイ 
スが無応答。 


0BD4 

2nd SMBus device Error 
detected. 

2nd SM 目 US アクセスに対してエラー 
をお化した。 


0BD5 

2nd SMBus timeout. 

2nd SMBus アクセスに対してタイム 
アウトをネ矣化した。 


0BD6 

3rd SMBus device 
address not 
acknowledged. 

3rd SMBus アクセスに対してデバイ 
スが無応答。 


0BD7 

3rd SMBus device Error 
detected. 

3rd SMBus アクセスに対してエラー 
をネ矣化した。 


0BD8 

3rd SMBus timeout. 

3rd SMBus アクセスに対してタイム 
アウトをネ矣化した。 


0BD9 

4th SMBus device 
address not 
acknowledged. 

4th SMBus アクセスに対してデバイ 
スが無応答。 

保守サービス会社に連絡してシステ 
ムイベント□グで示されたボードを 
交換ください。 

OBDA 

4th SMBus device Error 
detected. 

4th SMBus アクセスに対してエラー 
をネ矣化した。 


OBDB 

4th SMBus timeout. 

4th SM 己 us アクセスに対してタイム 
アウトをお化した。 


OBDC 

5th SMBus device 
address not 
acknowledged. 

己ホ SMBus アクセスに対してデバイ 
スが無応答。 


OBDD 

5th SMBus device Error 
detected. 

5th SMBus アクセスに対してエラー 
をお化した。 


OBDE 

5th SMBus timeout. 

5th SMBus アクセスに対してタイム 
アウトを検出した。 


0BE8 

IPMB device address not 
acknowledged. 

IPMB アクセスに対してデバイスが無 
応答。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0BE9 

IPMB device Error 
detected. 

IPMB アクセスに対してエラーを検出 
した。 


OBEA 

IPMB timeout. 

IPMB アクセスに対してタイムアウト 
をネ矣出した。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

8100 Memory Error detected 

in DIMM group # し 

メモリエラーをネ矣化した。 

保守サービス会社に連絡して該当 
するグループの DIMM に枚)を交換 
してください。 

8101 Memory Error detected 

in DIMM group #2. 

8102 Memory Error detected 

in DIMM group #3. 

8120 Unsupported DIMM 

detected in DIMM group 
#1. 

本装置でサポートしていない DIMM を 
ネ矣化した。 

8121 Unsupported DIMM 

detected in DIMM group 
#2. 

8122 Unsupported DIMM 

detected in DIMM group 
#3. 

8130 Mismatch DIMM 

detected in DIMM group 
#1. 

DIMM の種類が一致していない。 

DIMM に貼りがけられているラべ 
ルを見て、グループごとに同じ種 
類の DIMM が取り付けられている 
ことを確認してください。異なつ 
ている場合は、保守サービス会社 
に連絡して DIMM を交換してくだ 
さい。 

8131 Mismatch DIMM 

detected in DIMM group 
#2. 

8132 Mismatch DIMM 

detected in DIMM group 
#3. 

8140 DIMM group #1 with 

error is enabled. 

メ 、ソ セージにあるグループでエラーを 
起こした DIMM をお化した。 

保守サービス会社に連絡して該当 
するグループの DIMM に枚)を交換 
してください。 

8141 DIMM group #2 with 

error is enabled. 

8142 DIMM group #3 with 

error is enabled. 

8150 NVRAM Cleard By 

Jumper. 

ジャンパ設定によ LJNVRAM をクリア 
した。 

電源 OFF 後、ジャンパの設定を元 
に戻してください。 

8151 Password Cleard By 

Jumper. 

ジャンパ設定によりパスワードをクリ 
アした。 

電源 OFF 後、ジャンパの設定を元 
に戻してください。 

8160 Mismatch Processor 

Speed detected on 
Procesor 1. 

CPU #1 の周波数が合っていない。 

CPU の周波数を確認して < ださ 
し、確認できない場合は保守サー 
ビス会社に連絡して<ださい。 

8161 Mismatch Processor 

Speed detected on 
Procesor 2. 

CPU #2 の周波数が合っていない。 

8190 Missing memory device 

detected in DIMM group 
#1. 

DIMM グループ# 1 に DIMM が 1 枚しか 
搭載されていない。 

DIMM の取り付け状態を確認して 
ください。 

8191 Missing memory device 

detected in DIMM group 
#2. 

DIMM グループ #2 に DIMM が 1 枚しか 
搭載されていない。 

8192 Missing memoiy device 

detected in DIMM group 
#3. 

DIMM グループ #3 に DIMM が 1 枚しか 
搭載されていない。 
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前ページのファンや CPU 、 メモリに関するエラーメッセージと装置内部に搭載されている 
ファン、およびマザーボード上に取り付けられている CPU 、 メモリは次の國のように対応し 
ています。 


■ I ： 故障している CPU またはメモリは SETUP ユーティリティからでも確認できます （1 53、155 

L ヒント I ページ参照)。 


ファンのエラーメッセージとファンの取り付け位置 



r =r 


□ 




□ 


□ 



□ 


□ 



P 


方 


Fan 2 



Fan 3 Fan 4 


CPU のエラーメッセージと CPU の取り付け位置/メモリのエラーメッセージとメモリの 
取り付け位置 

DIMM は2枚で1つのグループを構成します。 


Processor 1 
(Processor #1) 



Processor 2 
.(Processor 似 
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ビープ 音による エラー 通知 


POST 中にエラーを橫化しても、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示できな 
い場合があります。この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通知します。エ 
ラーはビープ音のい<つかの音の組み合わせでその内容を通おします。 

たとえば、ビープ音が1回、連続して3回、1回、1回の組み合わせで鳴った（ビープコード: 
1-3-1-1)ときは DRAM リフレッシュテス ト エラーが 起きたことを示します。 

次にビープコードとその意□ホ、対処方法を示します。 


ビープコード 

意味 

巧処方法 

1-2-2-3 

ROM チェックサムエラー 

保守サービス会せに連絡して、 

マザーボードを交換して<ださ 
い。 

1-3-1-1 

DRAM リフレッシュテストエラー 

DIMM ボードの取り付け状態を確 
認してください。それでも、直 
らない場合は保守サービス会社 
に連絡して、 DIMM ボードまたは 
マザーボードを交換して<ださ 
い。 

1-3-1-3 

キーボードコント□ーラエラー 

キーボードを接続し直して<だ 
さい。それでも、直6ない場合 
は保守サービス会社に連絡し 
て、マザーボードを巧換してく 
ださい。 

1-3-3-1 

メモリを検出できない。あるい 
は、 DIMM ボードのタイプが異なる 

DIMM ボードの取りがけ状態を確 
認してください。それでも、直 
らない場合は保守サービス会社 
に連絡して、 DIMM ボードまたは 
マザーボードを交換して<ださ 
い。 

1-3-4- 1 

すべてのメモリグループのエラー 

DIMM ボードの取り付け状態を確 
認してください。それでも、直 
らない場合は保守サービス会社 
に連絡して、 DIMM ボードまたは 
マザーボードを交換して<ださ 
い。 

2-2-3- 1 

不正割り込みテストエラー 

保守サービス会せに連絡してマ 
ザーボードを交換して<ださ 
い。 

1-2 

Video BIOS の初期化エラー 

ディスプレイ装置になにも表示 
されない場合は、ディスプレイ 
のコネクタの取りがけ状態を磕 
認してください。それでも、直 
らない場合は保守サービス会社 
に連絡して、マザーボードを巧 
換してください。 

増設した PCI ボードのオプション 
ROM の展開が表示されない場合 
は、 PCI ボードの取り付け状態を 
確認して<ださい。それでも直 
らない場合は保守サービス会社 
に連絡して、マザーボード、増 
設した PCI ボードを交換してくだ 
さい。 

1-2 

ォプション ROM 初期化エラー 
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電源の OFF 


次の順唐で電源を OFF にします。 Express サーバの電源コードを UPS に接続している場合は、 
UPS に添がのマニュアルを参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションのマニュアル 
を参照してください。 

1 . 0 S のシャットダウンをする。 

2. Express サーバ 前面じある POWER スイ、ソチを 押す。 

POWER ランプが消のします。 

3. 周辺機器の電源を OFR こする。 


省電カモ_ドの起動 


Express サーパは ACPI モードに対応しています。 SLEEP スイ、ソチで Express サーバの電力を 
ほとんど使用しない状態（スタンバイ状態）にすることができます。 


■; 一 

rpn 


SLEEP スイッチは、 Windows 2000を使用しているときに機能します (Windows NT 4.0 で 
はサポートしていません）。 


前面にある SLEEP スイ、ソチを押すとスタンパ 
イ状態になります ( POWER / SLEEP ランプが点 
滅します）。スタンバイ状態になってもメモリ 
の内容やそれまでの作業の状態は保持されてい 
ます。 


■L 

rE>n 


r 霞 


省電カモードへの移行または省電カモー 
ドからの復帰方まについては、 Windows 
2000の設をによって異なります。また、 
省電カモード中の動作レベルは、 
Windows 2000の設定:に化存します。 
(Windows NT 4.0 では未サポートです。） 

省電カモードへの移行または省電カモー 
ド中にシステムを変更しないでくださ 
し、。省電カモードか5復帰する際に元の 
状態に復帰でさない場合びあります。 
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フロッピーディスクドライブ 


Express サーバ前面にフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み化し（リード）-保存（ライ 
卜）を行うことのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブが搭載されています。 
Express サーパでは 3.5 インチの 2 HD フ □、ソ ピーディスク （ 1 .44 M バイト）と 2 DD フ □、ソ ピー 
ディスク （720 K バイト）を使用することができます。 


フ□ッピーディスクのセツト/取り出し 


フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットする前に Express サーバの電源 
が ON ( POWER ランプ点な）じなっていることを磕認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに完全に押し込むと r カチ、ソ」と音がし 
て、フ□、ソピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び化します。 

^ •1.2 M バイトフォーマットのディスクを使って起動（ブート）することはできません。 

^ 2 ^ • フォーマットされていないフ□、ソピーディスクをセットすると、ディスクの内容を読め 

ないことを知6せるメッセージやフォーマットを要求するメッセージが表示されます。 
0 S に添付のマニュアルを参照してフ□、ソピーディスクをフォーマットしてください。 

• フ□、ソピーディスクをセットした後(こ Express サーバの電源を ON にしたり、再起動す 
るとフ□、ソピーディスクか6起動します。フ□、ソピーディスク内にシステムがないと起 
動できません。 


イジェクトボタンを押すとセットしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
ら取り化せます。 

龜^ フ□、ソピーディスクアクセスランプが消のしていることを確認してか6フ□、ソピーディスク 
を取り化してください。アクセスランプが点な中に取り化すとデータが破壊されるおそれが 
あります。 

フ□ッピーディスクの取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケー 
卜にできていますので、次の点にを意して取り扱ってください。 

• フ□、ソピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼りがけてください。 

• 銷筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクじ書き込んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

参ゴミやほこりの多いところでは使用しないで<ださい。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のお<など温度の高<なる場所には置かないで<ださ 
い。 
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♦ たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

♦ 水などの液体のお<や薬品のおくには置かないで<ださい。 

♦ 磁石など磁気を帯びたちのをおづけないでください。 

♦ クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 

♦ 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。 

♦ フ□、ソピーディスクは、保存している内容を誤って消 
すことのないようにライトプ□テクト（書き込み禁止） 

ができるようになっています。ライトプ□テクトされ 
ているフ□、ソピーディスクは、読み化しはできます 
が、ディスクのフォーマットやデータの書き込みがで 
きません。重要なデータの入っているフ □、ソ ピーディ 
スクは、書き込み時じ(外はライトプ□テクトをしてお 
くようお勤めします。 3.5 インチフ□、ソピーディスクの 
ライトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプ□テク 
トスイ、ソチで行います。 

♦ フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。作 xpress サーバに 
添付されているフ□、ソピーディスクは必ずバックアップをとってください。） 
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CD - ROM ドライブ 


Express サーバ前面に CD-ROM ドライブがあります。 CD-ROM ドライブは CD-ROM (読み止) 
し専用の コン パクトディスク）のデータを読むための装置です。 CD-ROM はフ □、ソ ピーディ 
スクと比較して、大量のデータを高速に読み化すことができます。 



A ミ主意 


0A 

装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ似降の説明をご覧ください。 

• CD-ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


CD-ROM のセツト/取り出し 

CD-ROM を CD-ROM ドライブじセツトする前に Express サーバの電源が ON (POWER ランプ 
点な）になっていることを磕認してください。 


CD-ROM ドライブ前面のオープン/ク□ーズボタンを押 
すとトレーが化てきます。 CD-ROM の文字が巧刷され 
ている面を上にしてトレーの上に静かに、磕実に置いて 
ください。 

オープン/ク□ーズボタンを押すか、トレーの前面を軽 
く押すと、トレーは自動的に CD-ROM ドライブ内に 
セツトされます。 

I H-O CD-ROM のセツト後、 CD-ROM ドライブの駆動 
胃司音び大きく聞こえるときは CD-ROM をセツトし直 
して < ださい。 



CD-ROM の取り化しは、 CD-ROM をセットするときと 
同じようにオープン/ク□ーズボタンを押してトレーを 
イジェクトし、トレーから取り化します（アクセスラン 
プがオレンジ色に点なしているときは、ディスクにアク 
セスしていることを示します。この間、オープン/ク 
□ーズボタンは機能しません)。 0 S によっては 0 S から 
トレーをイジェクトすることもできます。 

CD-ROM を取り化したらトレーを元に戻してくださ 
い。 
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取り出せなくなったときの方法 

才ープン/ク□-ズボタンを押しても CD - ROM を Express サーバから取り化せない場合は、 
次の手順に従って CD - ROM を取り化します。 

1. POWER スイ、ソチを押して Express サー 
バの電源を OFF ( POWER ランプ消灯）に 
する。 

2 . 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm の金属製 
のピン(太めのゼムクリ、ソプを引き伸ばし 
て代用できる）を CD - ROM 前面ち側にあ 
るエマージェンシーホールに差し} A ん 
で、トレーが化てくるまでゆっくりと押 
す。 


• つま楊枝やプラスチックなど巧れやすいものを使用しないでください。 

• 上言己の手順を行っても CD-ROM が取り出せない場台は、保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

3. トレーを持って引き化す。 

4. CD-ROM を取り化す。 

已. トレーを押して元(こ戻す。 

CD-ROM の取り扱いについて 

Express サーバにセットする CD - ROM は次の点にを意して取り扱ってください。 

♦ CD - ROM を落とさないでください。 

♦ CD - ROM の上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

♦ CD - ROM にラベルなどを貼らないでください。 

♦ 信号面(文字などが印刷されていない面）じ手を触れないで < ださい。 

♦ 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

♦ 丰ズをつけたり、銷筆やボールペンで文字などを直接 CD - ROM に書き込まないでください。 
♦ たばこの煙の当たるところじは置かないでください。 

♦ 直射日光の当たる場所や暖房器具のお<など温度の高<なる場所には置かないで<ださい。 

♦ 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

♦ 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないで<ださい。 

♦ 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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オプションの取 D 付け 


オプションデバイスの取り付け方法およびを意事項について記載しています。 

M-O • ここで示す取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますび、この場合の装置および 
巨^ 部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねますのでご了承く 

ださい。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取 
り付け/取りがしを行わせるようお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは NEC び指定する部品を使用してください。指定 m がの部 
品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障-破損についての修理は有料となり 
まず。 

• 八ードウエア構成を変更した場合も、必ずシステムをアップデートしてください 
(Windows 2000は34ぺージ、 Windows NT 4.0は己2ぺージを参照）。 

• Windows 2000/Windows NT 4.0をお使いになる場合は、オプションの取り付 
け.取りがし後に [ESMPRO ServerA 呂 ent] の [ESRAS ユーティリティ]を起動して 
構成情報を[最新の情報に更新]してください。 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け-取りかしをするために次のを意事項を必ず守ってくだ 
さい。 





®0 

A\A\ 

装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人が死こするまたは重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 Mi 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウム電池やニッケル水素電池を取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A ミち意 


C0 

A 

装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、乂傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ降の説明をご覧ください。 

• 高温注意 

• 中途半端に取り付けない 

• コネクタカバーを取り付けずに使用しない 
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静電気が策について 


Express サーバ内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け-取り外 
しの際は静電気じよる製品の故障に十分を意してください。 

•リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に本体の塗装されていない金属 フレームに 触れて身体に蓄積された静電気を放電しま 
す。 

また、作業中は定期的に金属フレームじ触れて静電気を放電するようじしてください。 

• 作業場所の確認 

-静電気防止処理が施された床またはコンクリートの上で作業を行います。 

-カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行って<ださい。 

• 作業台の使用 

静電気防止マ、ソトの上に本装置を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

-ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

-取り付け前に貴金属脂輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

-取りがける部品は本装置に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
-を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

-部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取 0 かしの準備 


次の手順に従って部品の取りがけ/取り外しの準備をします。 

1 . 0 S のシャットダウン処理を巧う。 

2. POWER スイ、ソチを押して Express サーバの電源を OFF ( POWER / SLEEP ランプ消の）にする。 

3. Express サーバの電源コードをコンセントか6あく。 



4. Express サーバ背面に接続しているケーブルをすべて取り外す。 

瓦 Express サーバの前後左ちおよび上部(こ1〜 2 m のスぺースを確保する。 
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巧り付け/取りかしの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 

サイ ドカバー 

サイドカバーは本体内蔵デバイスやマザーボードにアクセスするときじ取り外します。ち側 
のサイドカバーは取り外す必要はありません。 


取り外し 

次の手順に従ってサイドカバーを取り外します。 





A0 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死 t するまたは重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 Mi 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


1. 前ページを参照して準備をする。 

2 . ネジ2本をゆるめる。 

3. 装置後方に少し引いてか6取り外す。 

4. サイドカバーをしっかり持って取り外 
す。 



取り付け 

サイドカバーは r 取り外し」と逆の手 
順で取りがけることができます。 
サイドカバーのにあるフックが 
Express サーバのフ レーム や穴に磕 
実に差し a まれていることを磕認し 
てください。 


オプションの取り付け/取り 
がしび終った5、取りがした 
サイドカバーを確実に取り付 
けてください。左側のサイド 
カバーの取り付けが態は力 
バーセンサで監視されていま 
す。 


El 
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ボトムダクトカバー 

ボトムダクトカバーは PCI ボードの取り付け/取り外しをするときに取り外します。 


n-O ボトムダクトカバーは^：、ず取り付けてください。カバーをがした状態で運用すると、装置内 
部の冷却効果びお下し、システム全体のパフォーマンスに影響するばかりでなく、高温に 
よる本体および搭載デバイスの故障の原因となります。 


取り外し 

次の手順に従ってボトムダクトカバーを取り外します。 


1 . 100ページを参照して準備をする。 

2 . サイドカバーを取り外す（101ページ参 
照）。 


3. ボトムダクトカバーの左側を持ち、左端 
のタブが本体のフレームか6かれるまで 
手前(こ引く。 

4 . ボトムダクトカバーを装置後方に少し引 
き、カバーち端にあるタブを ホ、ソ トス 
ワツプファンホルダ側面にあるス□ツト 
か6外して装置か6取りかす。 
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取り付け 

次の手順に従ってボトムダクトカパーを取り付けます。 


1. ボトムダクトカバーち端にあるタブを 
ホ、ソトスワップファンホルダ側面にある 
ス□、ソト(こ合わせて差し込む。 


2. ボトムダクトカバーの左端のタブが本体 
のフレームに差し込まれるようじしなが 
6本体に取り付ける。 

3. サイド カバーを 取り付ける。 
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トップ ダク トカバー 

トップダクトカバーは DIMM やプ□セ、ソサの取り付け/取り外しをするときに取り外します。 


n-O トップタ’クトカバーは^：、ず取り付けてください。カバーをがした状態で運用すると、装置内 
部の冷却効果び低下し、システム全体のパフオーマンスに影響するばかりでなく、高温によ 
る本体および搭載デバイスの故障の原因となりまず。 


取り外し 

次の手順に従ってトップダクトカバーを取り外します。 


1 . 前ページを参照して準備をする。 


2 . 


3. 


4. 


サイドカバーを取り外す（101ページ参 
照)。 

トップダクトカバーの左側を持ち、左端 
のタブが本体のフレームか6かれるまで 
手前(こ引く。 

トップダクトカバーを装置後方に少し引 
き、カバーち端にあるタブを ホ、ソ トス 
ワツプファンホルダ側面にあるス□ツト 
か6外して装置か6取りかす。 



取り付け 


次の手順に従ってトップダクトカバーを取りがけます。 
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3-5 インチ八ードディスク 


Express サーバの前面にある 3.5 インチデバイスベイには、八ードディスクを取りがけるス 
□ットを5つ用意しています。八ードディスクは取り付けられていません（ビルド■トウ¬ 
ォーダーを除く）。 別途購入してください。 


NEC で指定していない A — ドディスクを使用しないでください。ヴードパーティの八一 
ドディスクなどを取り付けると、 J \- ドディスクだけでなく Express ヴーバ本体び故 
障ずるおそれびあります。次に示ずモデルをお買いホめください。 

- N 8150-147(18.1 GB 、 15,000 rpm 、 Ultra ) 

- N 8150-148(36.3 GB . 1已，000 rpm 、 Ultra ) 

ディスクアレイの構築については、ディスクアレイコント□—ラに添付の説明書を参照 
して < ださい。 


5つのス□、ソトには約 25.4 mm (1 インチ)厚の八ードディスクを取りがけることができます。 
SCSI ID はちから DO 〜 ID 4 の固をで設定されています。 

化荷時の構成では、 3.5 インチデバイスベイのケーブルがマザーボード上の Ult 「 a 160 SCSI 
コネクタに接続されています。 

ディスクアレイを構成する場合は、 3.5 インチデバイスベイのケーブルをディスクアレイコ 
ント□ーラに接続します。増設する八ードディスクの SCSI 規格は、同じ規格のもの 
( Ultra 160 SCSI ) を使用してください。 

3.5 インチデバイスベイの空きス□、ソトにはダミートレー（八ードディスクの取り付けられて 
いないトレー）またはぶ却スポンジが取り付けられています（一番ちのス□、ソトを除く）。こ 
れは装置内部のを却効果を高めるためのものです。八ードディスクを搭載していないス□、ソ 
卜にはダミートレーまたはぶ巧スポンジを取り付けてください。 

ダミートレーまたは冷却スポンジは、本装置専用品を使用してください。 
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取り付け 


次に示す手順で八ードディスクを取り付けます。その他のス□、ソトへの取り付けも同様の手 
順で行えます。 

I ■: ハードディスクは、フロントドアを開けるだけで取り付け/取り外しを行うことができま 

L ヒン。す。またディスクアレイ構成では Express サーバの電源が ON のままでも行えます。 

I M-O ディスクアレイを構成している場台は、同じパックを構成する八ードディスクの容量などの 
仕様び同じものを使用してください。 


1. 100ページを参照して準備をする（ディスクアレイ構成時を除く）。 

2 . セキュリティキーでフ□ントドアの□ツクを解除して、フ□ントドアを開く。 


3. 八ードディスクを取り付けるス□、ソトを確認する。 

ス□、ソトは5つあります。また 、 SCSI ID はス□、ソトの位置でままっています（ちか6順に SCSI 
IDO 〜04)。 


4. 取り付けるス□ットにダミートレーが取 
り付け6れている場合は、ダミートレー 
を取りかす。 

w-Oi^ 

ダミートレーは大切に保管しておいて 
<ださい。 

•L 回 

オプションの増設 HDD ケージの空きス 
ロットには、ハードディスクと同じ夕 
イプのトレーが取り付けられています 
(ハードディスクは搭載されていませ 
ん）。トレーの取り外し方まについて 
は、この後のハードディスクの取り外 
し手順と同じです。参照してくださ 

い。 



己.八ードディスクの□ックを解除する。 















































目.増設する八ードディスク（トレー付き）と 
八ンドルをしっかりと持ってス□ツトへ 
挿入する。 


• ハンドルのフックびフレームに当 
たるまで巧し込んでください。 

• 八ードディスクは両手でしっかり 
とていねいに持ってください。 


7. 八ンドルをゆっくりと持ち上げる。 
「カチ、ソ」と音がして□ックされます。 


)m 


八ンドルとトレーに指を挟まないよう 
にま意してください。 




八ンドルのフックがフレーム(こ引っ掛 
かっていることを確認してください。 



八ンドル 
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8 . 手順 2 で開いたドアを確実(こ閉じる。 



• Global Array Mana 呂 er ( GAM ) の運用中に八ードディスクを追加する場合、 A - ドディ 
スクを取り付け後、90秒ほど時間を空けてか5に can Device 」 キーをクリックしてくだ 
さい。なお 、 Expand Array を実行後 、 TScan Device 」 キーをクリックずると追加した 
ディスクび正しく表5"、されまず。 

• RAID 1 で動作している Express サーバに Expand Array 機能を使って、 A — ドディスク 
を追加すると、自動的に RAID 0+1 に切り替わります(ただし、ューティリティなどを使っ 
て直接 RAID 0+1 に設定することはできません）。 


取り外し 


次の手順で八ードディスクを取り外します。 


^グ 八ードディスクが故障したためじディスクを取り外す場合は、八ードディスクの D に K ラン 
プがアンバー色に点のしているス□、ソトをあ6かじめ確認してください。 


1. 100ページを参照して準備をする（ディスクアレイ構成時を除く）。 


2 . セキュリティキーでフ□ントドアの□ツクを解除して、フ□ントドアを開く。 


3. レバーを押して□ックを解除し、ハンド 
ルを倒す。 



4. 八ンドルと八一•ドディスクをしっかりと 
持って手前に引き化す。 


己.八ードディスクを取りかしたまま 
Express サーバを使用する場合は、空い 
ているス□、ソトにダミートレーを取り付 
ける。 

巨. 手順2で開いたドアを確実に閉じる。 









































ディスクアレイ構成の場合、故障した八ードディスクの巧換後、巧換した新しいディスクに 
交換前までの情報を記録することじより、故障を起こす w 前の状態に戻すことのできるオー 
トリビルド機能を使用することができます。 


オートリビルド機能は、 RAID 1、 または RAID 5、 RAD 0+1 に設をされているディスクアレ 
イで有効です。 

オートリビルドは、故障した八ードディスクをホ、ソトスワップ履源 ON の状態でのディスク 
のな換)するだけで自動的に行われます。オートリビルドを行っている間、八ードディスク 
じある D に K ランプが緑色とアンバー色に交互に点灯してオートリビルドを行っていること 
を W します。 

n-O • 才ートリビルドに失敗すると、八ードディスクにある D 旧 K ランプびアンパ’一色に点な 
居^ します。もう一度ディスクの取りがし/取り付けを行ってオートリビルドを実行してく 

ださい。 

• ディスクアレイ監視ユーティリティをインスIルしている場合は次のような表示や動 
作をすることびありますび、オートリビルド終了後、オートリビルドを行った八ード 
ディスクの D 旧 K ランプびアンパ’一色に点なしていなければ、才ートリビルドは正常に 
行われています。 

-才ートリビルド中に 「Rebuild was canceled」 と画面に表示される。 

-オートリビルドをいったん終了して再開しているような動作をずる。 

オートリビルドを行うときは、次のを意を守ってください。 

• 八ードディスクが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を OFF にし 
ないでください。 

♦ 八ードディスクの取り外し/取り付けは、90秒 W 上の間隔をあけて行ってください。 

♦ 他にリビルド中の八ードディスクがある場合は、ディスクの巧換を行わないでください 
(リビルド中は八ードディスクにある D に K ランプが緑色とアンバー色に巧互に点灯して 
います）。 
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増設 HDD ケージ 

増設 HDD ケージは内蔵型の八ードディスクを5台搭載することができます。 




SCSI ケーブル 




HSBP ケーブル HSBP 

(短） ケーブル 

張）* 


がが 

棘が 

がが 


ネジ 

ネジ、* 

(6mm - 

(8mm 

5本） 

4本） 



保証書 


増設の手引き 


* 本装置では使用しません。 


増設 HDD ケージを搭載すると、最大10台の八ードディスクを内蔵することができます。 

HDD ケージに搭載される八ードディスクの SCSI ID は ID 8 〜 ID 12 に固定で割り当てられてい 
ます。 

また、 HDD ケージのインタフェースケーブルをディスクアレイコント□ーラに接続すること 
で搭載した八ードディスクをディスクアレイ構成で運用することもできます。 
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取り付け 

次の手順に従って HDD ケージを取り付けます。 


1 . 100ページを参照して準備をする。 

2 . 次の部品を取りかす。 

• サイドカバー（101ページ参照） 

• ボトムダクトカバー （102 ページ参照） 

3. □、ソクレバーを押しなが6、ホットス 
ワップファン ( Fan 日）を取りかす。 

4. 手順3と同様の手順でホットスワップ 
ファン (Fan 4) を取り外す。 



(Fan 4) 


5. HDD ケージを取り付けるス□、ソトにある 
ブラケットを取りかす。 


取りがしたブラケットとネジは大切に 
保管しておいてください。 
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目. HDD ケージをス□ットに挿入する。 



完全に巧し込まないでください。イン 
タフエースケーブルを接続しやすくす 
るためでず。 

7. HDD ケージ背面にあるコネクタに添付の 
HSBP 用1対2ケーブルまたは SCSI ケー 
ブルを接続し、もう一方のコネクタを 
Express サーバのマザーボードに接続す 
る。 

詳しくは r ケーブル接続」を参照してくだ 
さい。 



8 . HDD ケージの電源コネクタに個）と HSBP コネクタにケーブルを接続する。 

HSBP ケーブルのマザーボード側のコネクタは、 HS 目 P 旧）コネクタに接続してくださし、 


P13 


ドに 


HSBP コネクタ 
(4-pin) 



9. 本体内部へ完全(こ押し} A む。 

10. HDD ケージに添付のネジ(日本)で固定する。 
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11. 取りかした部品を取り付け直し、 Express サーバを組み立てる。 



ホットスワップフアン fan 4、 ド3口己）は^：、ず取り付けてください。フアンを取り付けずに運 
用すると、装置内部の冷却効果びお下し、システム全体のパフォーマンスに影響するばかりで 
なく、高温による本体および搭載デバイスの故障の原因となります。 

12. HDD ケージに八ードディスクを取り付ける。 

前述の「3.日インチ八ードディスク」を参照してください。 

13. 添付の HSBP 用1対2ケーブルを使って HDD ケージをマザーボード上の SCSI コネクタに接続した場 
合は、 SCSI BIOS を起動して、 「Host Adapter SCSI Termination」 を 「Disable」 にする。 

173ページじ(降の説明を参照して < ださい。 


取り外し 

取り外しは、「取り付け」の逆を行ってください。 
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電源 ユニット 


電源 ユニッ トを増設して、3台の電源 ユニッ トで Express サーバまたはディスク増設 ユニッ 
卜を動作させていると、万一、電源ユニット （1 台)が故障してもシステムを停止することな 
く運用することができます(冗長機能)。 


取り付け 


次の手順に従って電源ユニットを取りがけます。 


1. 100ページを参照して準備をする。 


2 . ブランクカバーの取っ手をつまみなが6 
手前に引く。 

ブランクカバーの□ックが解除されま 
す。 

3. ブランクカバーを取り外す。 

w-Oi® 

取り外したカバーは大切に保管してお 
いて < ださい。 



4. 電源ユニットを差し込む。 


w ■〇圍 

電源 ユニッ I 


卜はまっすぐに差し込んで 
ください。差し込んでいる途中でなな 
めにしたり、上下左ちに力を加えたり 


すると、電源ユニットと内部の接続コ 
ネクタを破損するおそれびありまず。 


取っ手じある□ックで確実に固定され 
ていることを確認してください。 


己.増設用 AC インレツトを保護しているダス 
トカバーをペンチなどでつまんで取り外 
す。 


I w-Oi® 

取りがしたダストカバーは大切に保管 
I しておいて<ださい。 













































巨.電源コードに本）を接続する。 

標準で添付されていたものと増設した電 
源ユニットに添付されていたコードを使 
います。コードを接続すると AC スタンバ 
イランプのうちの 「 ACR 」 ランプを除いた 
ランプが点のします。 rAci 」 と rAC 2」 が 
点火了していない場合は、電源が正し<装 
置へ供給されていることを確認して < だ 
さい。それでも点灯しない場合は、電源 
コードの破損、または電源ユニットを搭 
載しているパワーサプライベイの故障が 
考え6れます。保守サービス会社に連絡 
して保守を依頼してください。 

7. Express サーバの電源を ON にする。 

を電源ユニットの AC POWER ランプが点 
义了します。3台の電源ユニットを搭載し 
ている場合（冗長機能を持たせている場 
合）は、 AC スタンバイランプの 「 ACR 」 ラ 
ンプが点のし、システムが冗長電源機能 
を持っていることを示します。 

8 . STATUS ランプや POST で電源ユニット 
に関するエラー表示がないことを確認す 

な 0 

エラー表示の詳細については84ページを 
参照して< ださい。 

また 、 AC POWER ランプが消灯している 
場合は、もう一度電源ユニットを取りが 
け直してください。それでも同じ表示が 
化たときは保守サービス会社(こ連絡して 
ください。 



標準で添付されてい 
た電源コードを接続 
すると点灯する 

増設した電源 ユニット 
に添付されてしげこ電源 
コードを接統すると点 
灯する 


システムの電源 ON 後、 
電源が冗長構成 (3 台搭 
載)の時に点灯する 
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故障した電源ユニットの交換 

交換は電源ユニットが故障したときのみ行います。 


n-O 正常に動作している電源ユニットを取りがさないでください。 


■ I ： Express サーバ（またはディスク増設 ユニッ ト）に 3 台の電源 ユニッ トが取り付けられてい 

て、その内の 1 台が正常に動作 (AC POWER ランプ点灯）している場合は、システム稼働中 
-(電源 ON の状態）でも故障した電源 ユニット を交換できます（次の手順 2 をとばしてくださ 

ぃ)。 

1. 背面にある電源ユニットのランプの表示 (AC POWER ランプがアンバー色に点灯）で故障してい 
る電源ユニットを確認する。 

2. システムを終了し POWER スイ、ソチを押して電源を OFF にする。 

3. 電源ユニットの取っ手をつまみなが6手 
前に引く。 

電源ユニットの□ックが解除されます。 

4. 電源ユニットを取り外す。 

日.電源ユニットを交換せず2台の電源ユ 
ニットで運用する場合は、「取りがけ」の 
手順2で取りかしたブランクカノ \一と AC 
インレツトのダストカバーを取り付け 
る。 


w-Oi® 

装置内部の冷却効果を保持するためにも電源ユニツトを取り付けていないス□ツトにはブラン 
クカバーを取り付けてください。また、感電などを防止するために電源コードを接続しなし VM 3 
インレツトにダストカバーを取り付けてください。 

巨. 「取り付け」の手順 3 〜 8 の手順を参照して電源ユニツトを取りがけ、取り付け後の確認をする。 

• L 回 

3 台の電源 ュニツ トで動作してぃた Express サーバ本体の電源 ュニツ トを電源 ON のまま交換した 
ときは、 AC POWER ランプが点灯します（運用を停止してぃる間に交換したときは電源コード 
を接続するとランプが点滅し、電源を ON にすると点灯します）。 



























5.25インチデバイス 


Express サーバには、 CD - ROM ドライブや磁気テープドライブなどのバックアップデバイス 
を取り付けるス□、ソトを2つ用意しています。 



M-O • SCSI デバイスを取り付ける場合、終端抵抗の設定は rOFF」 に、 SCSI ID は他のデバイ 
スと重複しないように設定してください。設定方法については、それぞれの装置のマ 
ニュアルを参照してください。 

• デバイスはス□ット1、ス□ット2の順に取り付けてください。 

• N815M3AC 内蔵 DAT 集台型 [DDS-3] を取り付ける場合はデバイスに取り付け 
5れている電源分岐ケーブルを使用してください。 

• が部 SCSI ケーブルをマザーボード上の SCSI コネクタに接続している場台は、別売の 
SCSI コント□—ラび必要です。 

• N815M2BC 内蔵 DAT を取り付ける場合にはケーブルブラケットを追加する必要び 
あります。 

• N8151-32 内蔵DVD-RAMを取り付ける場台は、動作モードを rSLAVE」 にしてくだ 
さい。また、 CD-ROM ドライブび搭載されているス□ットへ内蔵 DVD-RAM を取り付 
け、 CD-ROM ドライブをス□ット1へ取り付け直してくださぃ。 


取り付け 

1. 100ページを参照して準備をする。 

2 . サイドカバーを取り外す（101ページ参照)。 


3. ダミーカバーを固定しているネジ2本を 
外す。 

4. < 内蔵 DVD - RAM を取り付ける場合のみ> 


CD - ROM ドライブに接続しているケープ 
ルを取り外し、 CD - ROM ドライブを固定 
しているネジ2本を外した後、本体か6 
CD - ROM ドライブを取り化す。 

CD-ROM ドライブを 
固定しているネジ 
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己.ダミーカバーを手前に静か(こ引き化す。 




目. Express サーバ(こ添付の レールを デバイ 
ス(こ添がのネジ (4 本）で日.25インチデバ 
イス(こ固定する。 



• 必ずデバイスに添付のネジを使用 
してください。添付のネジより長 
いネジや径の異なるネジを使用ず 
るとデバイスを破損するおそれび 
あります。 

• ダブル八イトのデバイスを取り付 
けるときには Express ヴーバに添 
付されている DLT デバイスレール 
(L 字型の大さい方のレール)を使用 
して < ださい。 



7. デバイスベイ(こデバイスを静かに押し} A む。 

IチェックI 

• デバイスを押し込むとき(こケーブルをはさんでいないことを確認してください。 

• DVD - RAM 装置の場合は、 DVD - RAM 装置を CD - ROM ドライブが搭載されていたス□、ソト 
へ、 CD - ROM ドライブをス□、ソト1へ取り付けてください。 


ス□ットを2つ使う已 .2 己インチデバイスび入りづ5い場合は、己.2己インチデバイスを少し持 
ち上げるようにしてス□ットに入れてください。 

8 . 手順3、4で外したネジでデバイスを固定する。 


シングル八イトのデバイス 




9. 取り付けた日.25インチデバイスが、 Express サーバ前面か6飛び化しすぎていないかどうか確認 
する。 


標準装備の CD - ROM ドライブを目安に確認してください。 





























10 . 装置側面か 6 デバイスにインタフェースケーブルと電源ケーブルを接続する。 


詳しくは r ケーブル接続」を参照してください。 


I w-Ol^ 

I コネクタのピ 


]ネクタのピンび曲びったり、確実に接続していなかったりずると、誤動作の原因となります。 
I 5.2 己インチデバイスと各ケーブルコネクタを見なび5確実に接続してください。 


II ケーブルをはさんでいないことを確認してください。 
< SCSI デバイスの場合> 


己.25インチデバイスベイのス□、ソト1 
(下段）に取り付けたデノ \イスへ 



< DE デバイスの場合> 

マザーボード上の IDE コネクタ(こ接続されているケーブルを DVD - RAM 、 CD - ROM ドライブの順 
に接続してください。 


n-Oii 


• 内蔵の SCSI ケーブルのコネクタにはあ5かじめ Wide - Narrow 変換コネクタがついていま 
す。次の已 .2 曰インチデバイスを取り付けたときは、 Wide - Narrow 変換コネクタを取りが 
してデバイスの SCSI コネクタに接続してください。取り外した Wide - Narrow 変換コネク 
夕は大切に保管しておいてください。 


N 81已 1-17 
N 81已 1-2 目 
N 81已 1-27 
N 81己 1-28 
N 81己 1-29 
N 855 1-34 
N 85已 1-36 


内蔵 DLT 
内蔵 DAT 
内蔵 DAT 集合型 
内蔵 AIT 
内蔵 AIT 集合型 
内蔵 AIT 
内蔵 AIT 集合型 


SCSI コネクタか5ケーブルをがずときはプルタブ(コネクタ部分)を持って弓 I を抜いてくだ 
さい。ケーブル部分を持って弓 I さ抜くとピンび曲がったり、内部のケーブルび断線したりし 
て誤動作の原因となります。 


11 . 取りかした部品を取り付ける。 

12. SCSI デバイスの場合は、171ページの 「 SCSI 目 I 0 S 」 を参照してセットアップをする。 


取り外し 

取り外しは、「取り付け」の逆を行ってください。 


八—ドウ H ア編 


119 














PCI ボード 

Express サーバには、 PCI ボードを取りがけることのできるス□、ソトを6つ用意しています。 


M-O PCI ボードは大変静電気に弱い電子部品です。ヴーバの金属フレーム部分などに触れて身体 
の静電気を逃びしてか 5 PCI ボードを取り扱ってください。また、 PCI ボードの端子部分や 
部品を素手で触ったり、 PCI ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関 
する説明は99ページで詳しく説明しています。 

■I ： PCI ボードを取り付けたり、取り外したり、取り付けていたスロットを変えたりした場合 
は、必要に応じて BIOS セットアップューティリティ 「 SETUP 」 を使って割り込みライン 
(旧 Q ) などの詳細な設をを変更してください。 Express サーバの出荷時の割り込みラインの 
状態や I / O 空間の設をについては、182ぺージを参照してください。 


64-bit/100MHz*i , が 

32-bit/33MHz*2 

64-bit/66MHz*i , が 



*1 低い周波数のでのみ動作する PCI ボードを取り付けた場合は、その PCI ボードの周 


ぶ数で動作します。 


*2 複数枚で構成されている PCI ボードを 64 -bit PCI バスと 32 -bit PCI バスにまたがって 
取り付けないでください。 


取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続するボードの取りがけを行います。 

M-O • PCI ス□ットに複数の PCI ボードを取り付ける場台、内蔵 SCSI ケーブル ( Ultra -2) は 
PCI ボードの間を通さないでください。 PCI ボード上のにや素子などとケーブルび接触 
し、 PCI ボードやケーブルび破損ずるおそれびあります。 

• 取り付けるボードによっては隣のス□ットのコネクタキャップを取り外してボードを取 
り付けなければな5ない場合びあります。 

• PCI ボードス□ット#1、#2、#巨には 3.3 V PCI ボードおよびユニパ’ーサル PCI ボード 
を取り付けることびできます。 

• PCI ボードス□ット拌3、#4、杜曰には己 V PCI ボードおよびユニバーヴル PCI ボードを 
取り付けることびでをます。 

^ PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードス□、ソトのコネクタ形 
状が合っていることを確認してください。 
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最大4枚搭載可能 

N 81 03-64 と N 81 03-52/53 A の混在不可 


最大2枚搭載可能 

最大2枚搭載可能 





64 -bit PCI 対応 

N 8103-84、 N 8103 -103 のいずれか1枚 

AFT 時は同じボードを N 8103 -84 は最大2 

枚、 N 8103 -103 は最大4枚搭載可能 

最大4枚搭載可能 

最大2枚搭載可能 





最大3枚搭載可能 

PCI # 目 

目 4-bit/ 巨巨 MHz 

Full-height 

3.3V 

□ング/シヨート 

1 

〇 

〇 

〇 

I 

I 

〇 

〇 

I 

I 

I 

I 

〇 

〇 

〇 

〇 

I 

〇 

I 

I 

I 

PCI# 己 

33-bit/33MHz 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCI#4 

3.3V/5V 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCI#3 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCI#2 

64-bit/lOOMHz 

3.3V 

1 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

I 

I 

I 

I 

〇 

〇 

〇 

〇 

I 

〇 

〇 

I 

I 

PCI#1 

1 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

I 

I 

I 

I 

〇 

〇 

〇 

〇 

I 

〇 

〇 

I 

I 

ス□ット 

ス□ットサイズ 

電圧 

搭載可能な 
ボー ドサイズ 

| SCSI コント□-ラ 1 

SCSI コント□ーラ 

| SCSI コント□-ラ I 

I ディスクアレイコント□-ラ I 

I ディスクアレイコント□-ラ I 

ディスクアレイコント□-ラ （ A ) 

円 bre Channel コント□—ラ 

Fibre Channel コント□—ラ 

高速回線ボード 

に DN 高速回線ボード 

V .24 高速多回線ボード 

X .21 高速多回線ボード 

1000目 ASE - SX 接続ボード 

1000目 ASE - T 接続ボード 

100 BASE - TX 接続ボード 

100 BASE - TX 接続ボード 

4回線音声- FAX 処理ボード 

4回線音声処理ボード 

12回線対応音声処理ボード 

音声認識ボード基本セツ K 

音声認識ボード W 

製品名 

が 

副 

| N 8103 -31 A I 

N 8 103-65 

| N 8103 -56 I 

| N 8103 -52 I 

| N 8103 -53 A I 

N 8103 -64 

N 8190-100 

N 8 103-200 

N 8504 -55 

N 8504 -56 

N 8504 -23 

N 8504 -24 

N 8104 -84 

N 8104 -103 

N 8104 -85 

N 8104 -80 

N 8104 -42 

N 8104 -95 

N 8104 -96 

N 8104 -82 

N 8108 -09 


a — ム / r 6 K たた S 接？わ 
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1 . 100ページを参照して準備をする。 


2 . 次の部品を取り外す。 

• サイドカバー（101ページ参照） 

• ボトムダクトカバー （102 ページ参照) 


3. ボードを取りがけるス□ットを確認し、コネクタキャップを取りかす。 


w-Oi^ 

取りがしたコネクタキャップは、大切に保管しておいてください。 


4. 取り付けるス□ットと同じ位置にある増 
設ス □、ソ トカバーの先端じあるタブを押 
して□、ソクを解除し、タブを開く。 



タブを開く際は、閉じた位置か590度 
上開かないでください。無理に開く 
とタブを破損するおそれびあります。 


已. 増設ス□ットカバーを取りかす。 

増設 ス□、ソ トカバーは本体内側か6指で 
押すと簡単(こ外れます。 

w-Oi® 

取りがした増設ス□ットカバーは、大 
切に保管しておいてください。 
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巨.部品面を下にして Express サーバち側に 
あるガイドレールの溝にボードを合わせ 
てゆっくりサーバ内へ差し} A む。 


I チェッ匀 


□ングカードの場合は、ボードの端が 
ホ、ソトスワップファンホルダにある溝 
に確実に差し) A まれ、固定されている 
ことを確認してください。 


7. ボードの接続部分がス□ット(こ確実に接 
続するようしっかりとボードを押し } A 





うまくボードを取り付け5れないとき 

讀漏赢 

は、ボードをいったん取りがしてか5 


取り付け直してください。ボードに過 


度の力を加えるとボードを破損ずるお 


それびありますのでを意してくださ 


し、。 



8 . 手順4で開いたタブを閉じる。 

9. 取りかした部品を取りがける。 

10. Express サーバの電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認す 

包0 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、84ぺージのエラーメッセージ 
一覧を参照して<ださい。 

11. 目10 S セツトアップユーティリテイを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration 
Data 」 を 「 Yes 」 にする。 


八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは1日4ページをご覧ください。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行い、コネクタ丰ャップと増設ス□ットカバー 
を取りがけてください。 


八—ドウ H ア編 
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ディスクアレイコント□ーラボード 


r ディスクアレイコント日ーラボード ( N 8103 -52/53 A /64)」 は、データの信頼性を向上させ 
るためじ用意されたオプシヨンの PCI ボードです。 

このボードを取りがけると、 Express サーパの 3.5 インチデバイスベイの八ードディスクや才 
プシヨンの D に K 増設崖体の八ードディスクを r ディスクアレイ構成」で使用することができ 
ます。 


ディスクアレイコント 
□ーラの機能 

機能の概要 

Mylex ディスクアレイ 
コント□—ラ 

AMI ディスクアレイ 
コント□—ラ 

レベル 

RAID 0、 1、5、0+1の各 RAID 
レベルをサポート 

RAID 0、1、5、10、50の各 RAID 
レベルをサポート 

ホ、ソトプラグ 

システムが稼働している状態で八ードディスクなどのデバイスを交換 
することができまず。 

オートリビルド 

故障した八ードディスクを新品の八ードディスクじ交換した後、残り 
の八ードディスクのデータから故障した八ードディスクが持っていた 
データを自動的じ復元します。 

エキスパンドキャパシティ 

稼働中のシステムを停止するこ 
となく八ードディスクの増設を 
ずることじより、ディスクアレ 
イの使用可能領域を自動的にお 
張しまず。 

稼働中のシステムを停止すること 
なく八ードディスクの増設をする 
ことじより、ディスクアレイの使 
用可能領域や論理ドライブを自動 
的に拡張します。 


注意事項 

ディスクアレイを構築する上でを意していただきたい点について説明します。 

• ディスクアレイコント□ーラボードは大変静電気に弱い電子部品です。サーバの金属フ 
レーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてからディスクアレイコント□ーラボー 
ドを取り扱ってください。また、ディスクアレイコント□ーラボードの端子部分や部品 
を素手で触ったり、ディスクアレイコント□ーラボードを直接机の上に置いたりしない 
でください。静電気に関する説明は99ページで詳しく説明しています。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は、八ードディスクを初期 
化します。ディスクアレイとして使用する八ードディスクに大切なデータがある場合 
は、バックアップを別の八ードディスクにとってからボードの取りがけやディスクアレ 
イの構築を行ってください。 

•ディスクアレイを構築するには2台じ(上の八ードディスクが必要です。 

参ディスクアレイとして使用する八ードディスクはパックごとにディスク回転速度と容量 
が同じ八ードディスクを使用してください。 

• ボードを取り付けられるス□、ソトについては121ページを参照してください。 

• ディスクアレイコント□-ラボードは Express サーバ内部に最大4枚まで取りがけること 
ができます。 













ディスクアレイコント□ーラボードを取り付けた Express サーバはディスクアレイ構成 
のさまざまな RAID (Redundant Arrays of lnexpensive [ lndependent ] Disks ) レベルを 
設をすることができます。設をできる RAID やデータ転送速度、アレイ構成についての詳 
細な説明は、添付の CD - ROM 「 EXPRESS 目 ULDER 」 に格納されているオンラインドキュ 
メント、またはディスクアレイコント□ーラに添付の説明書を参照してください。 

ディスクアレイを構成すると、ディスクの信頼性が向上するかわりにディスクアレイを 
構ぶする八ードディスクの総容量に比べ、実際に使用できる容量がルさくなります。 

目 IOS ユーティリティ！" SETUP 」 の 「 Advanced 」 メニューの 「PCI Configuration 」 で取り付 
けたス□、ソト番号のパラメータの 「Option ROM Scan 」 を 「 Enabled 」 にしてください。 

ディスクアレイコント□ーラボードを巧換する場合 

ディスクアレイの構成情報（コンフィグレーション情報）をディスクアレイコント□ーラ 
ボードにリストアしてください。リストアはコンフィグレーションユーティリティを使 
用します。詳しくは、添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 に格納されているオンラ 
インド羊ュメント、またはディスクアレイコント□ーラに添付の説明書を参照してくだ 
さい。ただし、ディスクアレイコント□ーラを巧換した場合は、それぞれのユーティリ 
ティを使って新規でコンフィグレーション情報を作成してください。 


複数のディスクアレイコント□ーラボードを搭載す 
る場合、ブートさせたいシステムディスクが接続さ 
れるディスクアレイコント□ーラボードはち表に示 
す PCI ス□、ソト番号でブート優先順位が一番高いス 
□、ソトに搭載してください。例えば、4枚のディスク 
アレイコント□ー ラボードを PCI ス □、ソ ト松〜#51こ 
搭載した場合、システムディスクは PCI ス□、ソト#3に 
搭載したボードに接続します。 


PCU □ット番号 

ブート順位 

PCU □、ソト#1 

5 

PCU □、ソト#2 

4 

PCI ス□、ソト#3 

1 

PCI ス□、ソト#4 

2 

PCI ス□、ソト#5 

3 

PCU □、ソト#6 

6 


内蔵ディスクをディスクアレイ構成にずる場含 

ディスクアレイコント□-ラボードを1枚取り付けた Express サーバで、 3.5 インチデバイス 
ベイに取り付けている八ードディスクをディスクアレイ構成に変えるケーブル接続の方まを 
W します。 


1 . 100ページを参照して準備をする。 

2 . 次の部品を取りかす。 

♦ サイドカバー "（101 ページ参照） 

• ボトムダストカバー （102 ぺージ参照） 
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3. マザーボード上の Ultja 160 SCSI コネク 
夕 （3. 5インチデバイスベイ接続用）か6 
SCSI ケーブルを外す。 

4. ディスクアレイコント□-ラを取り付け 
る。 

詳しくは、 「 PCI ボード （120 ぺージ)」を 
参照して < ださい。 

5. 手順3で外した SCSI ケーブルのコネクタ 
をディスクアレイコント□-ラボードの 
コネクタに接続する。 


SCSI コネクタ 
巧.25インチ 


ディスクアレイコント デバイスベイ 

ローラボード 接続用） 



目.ディスクアレイコント□-ラボードの 
LED コネクタとマザーボード上の DAC 
LED コネクタを LED ケーブルで接続す 
る。 


LED ケーブルはマザーボード上の DAC 
LED コネクタじ接続されています。 

ディスクアレイコント□-ラボードのア 
クセス状態を本体前面の DISK ACCESS 
ランプで確認することができます。 




N 8103 -52 ディスクアレイコント□-ラ 


ケーブル(黒) 
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* LED ケーブルの L 字コネクタ側 
をディスクアレイコント□-ラ 
に接続します。 


N 8103-64_デイスクアレイコント□—ラ 


7. 取りかした部品を取り付ける。 

8 . Express サーバの電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認す 
る。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、84ページのエラーメッセージ 
一覧を参照して<ださい。 

9. 目10 S セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration 
Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

A - ドウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは1日4ページをご覧ください。 

10 . ユーティリティを使用してコンフィグレーションをする。 

添がの CD - ROM 「 EXPRESS 目 ULDER 」 (こ格納されているオンラインドキュメントまたはディス 
クアレイコント□ーラに添付の説明書を参照してください。 

I w-Oi® 

I 取り付けたボードによって使用するユーティリティび異なりまず。 
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D 旧 K 増設霞体をディスクアレイ構成にする場含 


N 8 190-64 DISK 増設屋体は最大14台取りがけることのできるき用の崖体(丰ャビネ、ソト）で 
す。ディスクアレイコント□-ラボードを取り付けた Express サーバは D に K 増設屋体を最大 
8台まで接続できます脚 SK 増設崖体じついての詳しい説明じついては、139ページの「ケー 
ブル接続」または D に K 増設崖体の説明書を参照して < ださい）。 

I M-O D 旧 K 増設讀体には、八ードディスクドライブび添付されていません。別途購入してくださ 
い。 


N 8 190-64 D に K 増設崖体と接続するためには、次のいずれかのオプションケーブルが必要 
です。 

• K 410-93(01) 増設崖体接続 SCSI ケーブル 

• K 410-93(03) 増設崖体接続 SCSI ケーブル 

• K 410-93(06) 増設墮体接続 SCSI ケーブル 

D に K 増設崖体を接続後、 EXPRESSBUILDER の「ディスクアレイコンフィグレーションユー 
ティリティ」を使って、 D に K 増設崖体をディスクアレイ構成に設定してください。設定の詳 
細とその方まについては、「ソフトウエア編」を参照してください。 

D に K 増設崖体をディスクアレイ構成に設をすると、 D に K 増設崖体に取り付けた八ードディ 
スクのうちのどれかが故障してデータが破壊されても、ディスクアレイコント□ーラボード 
が持つ「才ートリビルド」機能によってデータを復旧することができます廣源が ON のまま故 
障したディスクを巧換(ホ、ソトスワップ）してください）。 






プ□セツヴ （ CPU ) 


標準装備の CPU (Intel Xeon Processor ） に力□えて、もう1つ CPU を増設することができま 
す。 



CPU#1 

(標準装備の CPU) 


CPU#2 

(ダストカバーが取り付け 
られている） 


■L 

[ヒント I 


オプシヨンの CPU の中には異な 


ィぺントのプ □巧わ 


过 ぶ1 


るレビジョン（ステッピング）の 

イベント1 




ものが含まれている場合があり 

日か 

2001/07/02 

ソース 

Appli 

ます。異なるレビジョンの CPU 

巧刻： 

桂親 

22:13 

1话ま反 

み親 

イベントの: 

ねし 

41 

を混をして取り付けた場合、 

ユーザ-お 

)： [JBfil 




Windows 2000ではイベント 
ビユーアのシステムログにじ(下 
のようなログが表示されます 
が、動作には問題ありません。 


コンピュータに)： SERVER -1 
i が月屯)： 


当 


このマルチプ□セツサシステムの CPU は、一部び同じりピジョンレベルではありません。すぺ 
てのプ□セツサを保用するためじオペレーティンヴシステムをシステムで巧能な最小のプロ 
むツサにお腿します。このシステムで巧題げ発生する巧合は、 CPU 裝を元に巧い合わせて 
この混合プ化ツサがサポートされているかどうかを應忍し!: ください。 

デ-夕の: （7 バイト(巨） 广ワード地） 


0000： 

00 

00 

00 

00 

01 

00 

d4 

00 

.0. 


0008: 

00 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 

.8 

0010: 

02 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 

.8 


0018： 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 



0020: 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 













d 


キャンセル^ 
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取り付け 


次の手順に従って CPU を取りがけます。（図はわかりやすくするためじリテンションの一部 
を省略しています。） 


M-O CPU は大変静電気に弱い電子部品です。サーバの金属フレーム部分などに触れて身体の静 
電気を逃がしてか 5 CPU を取り扱ってください。また、 CPU のピンを素手で触ったり、 
CPU を直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明は99ページで詳しく 
説明しています。 

1 . 101ページを参照して準備をする。 

2 . 次の部品を取りかす。 

• サイドカバー(101ページ参照） 

• ボトムダクトカバー （102 ページ参照） 

• トップダクトカバー （104 ページ参照） 

3. CPU ソケットの位置を確認する。 

4. ソケットのレバーを持ち上げてダストカ 



己. CPU をソケットの上(こていねいにゆつく 
りと置く。 

CPU の向き(こま意してください 。 CPU 
とソケットは誤挿入を防止するためじ 
CPU とソケット(こはピンマークがあり 
ます。 CPU とソケット側のピンマーク 
を確認して正しく取りがけてくださ 
い。 
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目. CPU を軽くソケットに押しつけてか6レ 
バーを倒して固定する。 



7. ヒートシンクを CPU の上(こ置く。 



目. ヒートシンククリップでヒートシンクを 
固定する。 

ヒー トシンククリ 、ソプ の一方のクリ 、ソプ 
をリテンションのタブ(こ引っかけます。 
次に、クリップを押さえなが6、リテン 
ションの側面中央にあるタブにクリップ 
を引っかけます。 

最後に、もう一方のヒートシンククリ、ソ 
プをリテンションのタブ(こ引っかけま 
す。 

9. ヒートシンクがマザーボードと水平に取 
り付け6れていることを確認する。 


斜めに傾いているときは、いったんヒートシンクを取りがしてか5、もう一度取り付け直し 
て < ださい。 

水平に取り付け5れない原因には次のことび考え5れます。 

- CPU び正しく取り付け5れていない。 

-ヒートシンククリップを正しく引っかけていない。 

固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 
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10. 取り外した部品を取り付ける。 

11. 「 Main 」 メニユーの 「Processor Settings 」一 「Processor Retest 」 を 「 Yes 」 (こする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは1日4ページをご覧ください。 

12. 1 CPU 構成の Express サーバ(こ CPU を増設し、2つ J : 人 L の CPU で運用する場合(こ] U 下の手順を巧 

う。 


Windows 2000の場合：デバイスマネージャの「〕ンピュータ」のドライバが 「 ACPI シングルプロ 
セ、ソサ PC 」 になっている場合は 「 ACPI マルチプ□、ソサ PC 」 に変更し、 
メッセージに従って再起動後、システムのアップデート （34 ページ)を 
行ぅ。 

Windows NT 4.0 の場合:システムのアップデート巧2ぺージ）を巧う。 


取り外し 


CPU を取り外すときは、「取り付け」の手順1〜3 
を参照して取り外しの準備をした後、手順8〜4の 
逆の手順を行ってください。ヒートシンクはヒー 
トシンククリップをマイナスドライバ、または増 
設 CPU じ添付の取り外し工具を使って取り外した 
後、ヒートシンクを水平に少しずらすようにして 
動かしてから取り外してくださしパこの後の「重 
要」の3項を参照してください）。 


<増設 CPU に添付の取り外し 
工具を使った取り外し例> 



M-O • CPU の故障 ly がで取りがさないでください。 

• CPU #2に CPU を取り付けていない場合は、ダストカバーを取り付けておいてくださ 
し、。ダストカバーは CPU の冷却効果を高めるための適切なエアフ□一を起こすために 
必要な部材でず。 

• 運用後は熱によってヒートシンクのそこにあるクールシートび CPU に粘着している場 
合びありまず。ヒートシンクを取り外す際は、左ちに軽く回して、ヒートシンクび 
CPU か5離れたことを確認してか5行ってください。 CPU に粘着したままヒートシン 
クを取りがすと CPU やソケットを破損するおそれびあります。 


CPU の取り外しほたは交換)後に次の手順を行ってください。 

1 . SETUP を起動して 「 MainJ-rProcessor SettingsJ-rProcessor Retest 」 の順でメニューを選択 
し、取りかした CPU のエラー情報をクリアする （153 ぺージ参照)。 

CPU を巧換した場合 


fMainJ-rProcessor Se な ings 」 の順でメニューを選択し、増設した CPU の ID および L 2 Cache 
Size が正常(こなっていることを確認する （ 1己3ページ参照)。 


2. 「 Main 」 メニユーの 「Processor Settings 」 の 「Processor Retest 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは1日4ページをご覧ください。 

















DIMM 

DIMM (Dual Inline Memory Module ) は、 Express サーバに取りがけられているマザーボー 
ド上の DIMM ソケットに取り付けます。 

マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが6個あり、標準で 128 M 目の DIMM が2 
枚、 DIMM #1 と#2じ取りがけられています(標準で取り付けられている DIMM もを換するこ 
とができます）。 

DIMM は2枚単位で DIMM ソケット番号の小さい順に取りがけます。 



Pl ; ♦メモリは最大 6 GB(1GBX6 枚）まで増設できます。 

[IkhJ • POST や ESMPRO、 オフライン保ずユーティリティのエラーメッセージやエラーログで 
は DIMM コネクタのことを「グループ」と表示される場合があります。グループの後に示 
される番号は上図のコネクタ番号と一致しています。 


取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 

VI-0 • DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の 
巨^ 静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分や部品を 

素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説 
明は99ページで詳しく説明しています。 

• NEC で指定していない DIMM を使用しないでください。ヴードパーテイの DIMM など 
を取り付けると、 DIMM だけでなくサーバ本体び故障ずるおそれがあります。また、こ 
れ5の製品び原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となりま 
す。 

<次ぺージに続く> 
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インタリーブ装置であるため、 BANK 単位に2枚の DIMM ボードを増設してくださ 
い。1っの6八1\11<内に異なった仕様での011\/11\/1ボードを実装すると動作しません。 


*1 6八1\11<単位とはイラストで示す51〇1:拌1と杜2、 slot #3 と#4、 slot # 己と#目でそれぞれ 
1単位でず。 

*2 DIMM ボードの仕様は、 DIMM ボードに貼ってあるラベルに下記の内容で表示されてい 
まず。 

(例） 200 MHz • Bufferred - 128 MB . □ウアドレス12ビット.カラムアドレス 

10ビット - Single side の場台 

200 / B / 128 / R 12 CIO S 

I 

Single side 

カラムアドレス 10 ビット 
□ウアドレス 12 ビット 

容量 

Bufferred 

周波数 

1 . 101ページを参照して準備をする。 

2 . サイドカバーを取り外す（101ページ参照)。 

3. DIMM を取り付けるソケットを確認する。 


4. DIMM を取り付けるソケットか 6 DIMM 
コネクタカバーを取りかす。 

D I M M が取り付け6れていないコネクタ 
(こは DIMM コネクタカバーが取り付け6 
れています。コネクタの両側じあるレ 
バーを左ち(こひろげると、□ックが解除 
され DIMM を取りかせます。 

W-OIM 

取り外した DIMM コネクタカバーは大 
切に保管しておいてください。 



已. DIMM をソケット(こまっすぐ押し} A む。 

DIMM の向き(こミ主意してください。 
DIM M の端子側には誤挿人を防止する 
ための切り欠きがあります。 

DIMM が DIMM ソケット(こ差し込まれる 
とレバーが自動的(こ閉じます。 





















DIMM は 2 枚 1 組で取り付けてください。また同一仕様のメモリセット使用してください。メモ 
リの仕様はメモリに貼付けされているラベルに ly 下の内容で表示されています。 


(例） 200 MHz • Bufferred •128 MB •□ウアドレス12ビット-カラムアドレス10 

ビット - Single side の場台 


200 / B / 128 / R 12 CIO S 



巨.取りかした部品を取り付ける。 

7. Express サーバの電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認す 
る。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、84ページのエラーメッセージ 
一覧を参照して<ださい。 

8 . SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Memory Configuration 」 の順でメニューを選択し、増設した 
DIMM のステータス表示が 「 Normal 」 じなっていることを確認する （ 1日5ページ参照）。 

9. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは1日4ページをご覧ください。 

10. Windows 2000 /Windows NT 4.0 を使用している場合は、ぺージングファイルサイズを推奨値 
上(こ設定する。 

Windows 2000の場合：搭載メモリ x 1•己 (30 ぺージ参照） 

Windows NT 4.0 の場合:搭載メモリ + 12 MB (47 ぺージ参照） 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 

^ • 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエラーメッセージを 

云巧] 確認して、取り付けている DIMM ソケット（グループ）を確認してください。 

• DIMM は最低2枚搭載されていないと Express サーバは動作しません。 

1 . 100ページを参照して準備をする。 

2 . 101ページを参照してサイドカバーを取りかす。 

3. 取り外す DIMM のソケットの両側にある 
レバーを左ちにひろげる。 

□ックが解除され D I M M を取り外せま 
す。 

4. 手順2で取り外した部品を取りがける。 

己. Express サーバの電源を ON (こして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認す 
る。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、84ページのエラーメッセージ 
一覧を参照して<ださい。 

巨. SETUP を起動して 「 AdvancecU-rMemory ConfigurationJ-fMemory Retest 」 の順でメニュ ー 
を選択し、取り外した DIMM のエラー情報をクリアする （15 日ページ参照)。 

7. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは154ページをご覧ください。 









ICMB コネクタ 


Intelligent Chassis Management BusOCMB ) を追力□することで植数のサーバ閨での制御 
管理ができるようになります。 


取り付け 

に M 目コネクタは本体背面の外部 SCSI ケーブルコネクタのス□、ソトか、 PCI バスス□ットに 
取り付けることができます。 

• 外部 SCSI ケーブルコネクタのス□ット 

標準で取りがけられている外部 SCSI ケーブルを取り外し、空いたス□、ソトにに M 目コネ 
クタを取りがけます。詳しくは、に M 目コネクタに添付の説明書を参照してください。 


m 


\¥i^ 


取りがしたが部 SCSI ケーブルは大切に保管しておいてくださし、。 

に M 目コネクタの取り付け向きを確認してください(下図を参照)。 




PCI ボードス □ット 

PCI ボードス□、ソトへ取りがける場合は、に M 巨コネ 
クタに標準で取り付けられているブラケットをに MB 
コネクタに添付の PCI パネルに取り換えます。 PCI パ 
ネルには□ープ□ファイルとフル八イトの2つの形状 
があります。本装置では、フル八イトの PCI パネルを 
使用します。 

I n-O 取りタルた増設ス□ットカバーは大切に保管し 
ておいて < ださい。 
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接続 

取り付け後、に M 目コネクタに添付のに M 目内部ケーブルをマザーボード上のに M 目コネクタ 
じ接続してください。接続位置については、八ードウエア編の冒頭にある r 各部のを称と機 
能」の r マザーボード」を参照してください。 

サーバ闇の接続には、別売のに MB ケーブルを使用します。使用できるケーブルじついて 
は、保守サービス会社またはお買い求めの販売店にお問い合わせください。 


取り外し 

「取りがけ」で示す手順の逆の手順で取り外すことができます。 
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ケ—ブル巧続 


Express サーバのケーブル接続を示します。 



—スケ—ブル 


装置内部および装置外部とのインタフェースケーブルの接続の一例を示します。 


標準構成 


標準構成での接続例です。 

Ultra 160 SCSI ( A ) コネクタは内蔵の 3.5 インチデバイスベイ（標準装備の HDD ケージ)に接 
続されています。八ードディスクはオプションです。別途購入してください。 

Ultra 160 SCSI ( B ) コネクタには 5.25 インチデバイスに接続するための SCSI ケーブルが取り 
付けられています。ケーブルには4つの SCSI コネクタがありますが、マザーボードから続く 
2つのコネクタは使用しません。 

装置内部に取りがけられている外部 SCSI ケーブルを Ult 「 a 160 SCSK 目）コネクタに接続する 
と本装置から外付けの SCSI 機器に接続することができます。ただし、内蔵の 5.25 インチデ 
バイスは使用できなくなります。外付けの SCSI 機器とのケーブル接続では、外部 SCSI ケー 
ブルの線長 (55 cm ) を含め 3 m じ(内としてください。 


外部 SCSI 
コネクタ 


マヴーボード 


] PCI #1 
] PCI #2 


] PCI #3 
] PCI #4 
] PCI # 已 


] PCI # 目 


終端抵巧 


I 7□ッピ-テ''イスク] ■ 


I IDE 


I HSBP ( A ) 卜 


I HSBP 旧 ）I 


UI 帕16日 ( A ) 


Ultra 160( B ) 

SCSI 

— 

SCSI 




オプション 


オプション 


CD-ROM 


兀ッピ-テ''イスク 
ドライア' 


「外部 SCSI ケーブル(未接続） 

i 



[. 



ID 0 

ID 1 

ID 2 

ID 3 

ID 4 


SCSI ケーブル 
HS 目 P ケーブル 


IDE ケーブル 

フ□ッピーディスクドライブケーブル 


日.2日インチ 
デバイスベイ 


3.巳インチ 
デバ'イスベイ 

八ードディスク 
はオプション。 
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内蔵八ードディスクをディスクアレイ構成にする場合 

内蔵の 3.5 インチデバイスベイに搭載されている八ードディスクをディスクアレイ構成にす 
る場合は、オプションのディスクアレイコント□ーラボードを取り付け後、マザーボード上 
の Ult 「 a 160( A ) コネクタに接続している SCSI ケーブルをディスクアレイコント日ーラボード 
じ接続します。本装置では最大4枚のディスクアレイコント□ーラボードを搭載することが 
できます）。 

ディスクアレイコント□ーラの中には複数のチャネルを装備しているものもあります。例え 
ば、2つのチャネルのうち1チャネルを内蔵の SCSI バックボードに接続し、 3.5 インチデバイ 
スベイの八ードディスクへ、残りの1チャネルを D に K 増設崖体に接続することもできます。 
ディスクアレイコント□ーラには、1つのチャネルじかがけ用コネクタと内部用コネクタの 
2つのコネクタがついているものがあります。同じチャネルを外付けと内部で使用しないよ 
うを意してください。 



SCSI ケーブル 
HS 目 P ケーブル 


IDE ケーブル 

フ□ッピーディスクドライブケーブル 


已 .2 日インチ 
デバイスベイ 


3.已インチ 
デバイスベイ 


HDD ケージを搭載した場合 

内蔵の 3.5 インチデバイスベイにオプションの HDD ケージを搭載した場合の接続例です。 
HDD ケージに添付の V 字型 SCSI ケーブルを使うとマザーボード上の Ult 「 a 160( A ) コネクタで 
2台の HDD ケージ内の八ードディスクを制御することができます。 

この場合は、2台の HDD ケージ内の八ードディスクは1つのチヤネルで制御されます。 

上側(標準装衞の HDD ケージ内の SCSI ID はちのス□、ソトから IDO 〜 ID 4、 下側 ( HDD ケージ) 
の SCSI ID はちのス□、ソトから ID 8 〜 ID 12 となります。 

この場合、 SCSI 巨 IOS での設定変更が必要になります 。 「Host Adapter SCSI Termination 」 
を 「 Disable 」 にしてください。 

詳細は173ページを参照してください。 



SCSI BIOS で設定を変更していないと、装置び誤動作する場台びあります。 
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SCSI ケーブル 
HS 巨 P ケーブル 


IDE ケーブル 

フ□ッピーディスクドライブケーブル 



己.2己インチ 
デバイスベイ 


3.己インチ 
デバイスベイ 


HDD 

ケージ 


2台の HDD ケージ内に搭載した八ードディスクをディスクアレイ構成にする場合は、複数の 
チヤネルを持ったディスクアレイコント□ーラボードを使用し、チャネルごとに HDD ケージ 
を接続してください。 


SCSI ケーブル 
HSBP ケースレ 


IDE ケーブル 

フ□ッピーディスクドライブケーブル 



己.2己インチ 
デバイスベイ 


3.己インチ 
デバイスベイ 


HDD 

ケージ 


八—ドウ H ア編 


141 



















































































































































































































内蔵 DVD-RAM 装置を搭載した場合 


N 815 1-32 内蔵 DVD - RAM 装置は、 IDE デバイスのオプションです。本装置に1台搭載する 
ことができます。 

内蔵 DVD - RAM 装置を搭載する場合は、標準装備の CD - ROM ドライブのス□、ソトへ取りが 
け、 CD - ROM ドライブを 5.25 インチデバイスベイのス□、ソト1へ搭載します。 

内蔵 DVD - RAM 装置の動作モードはに LAVE 」 に設定します(標準装備の CD - ROM ドライブは 
「 MASTER 」 に設をされています）。 

ケーブルは、マザーボード上の IDE コネクタに接続されているケーブルを内蔵 DVD - RAM 装 
置、 CD - ROM ドライブの順番で接続します。 



SCSI ケーブル 
HS 日 P ケーブル 


IDE ケーブル 

フ□ッピーディスクドライブケーブル 


己2巳インチ 
デバイスベイ 


3.已インチ 
デバイスベイ 

八ードディスク 
はオプション。 















































































D に K 増設霞体との接続 


外付けの SCSI 八ードディスクディスク用キャビネ、ソトのに K 増設崖体」と Express サーバを 
接続するためには、ディスクアレイコント□ーラボードが必要です。 

ディスクアレイコント□-ラボードを搭載した Express サーパと接続できる D に K 増設崖体 
は、N8 190-64 D に K 増設崖体 （1 台あたりの八ードディスク搭載台数：14台、最大接続台 
数： 8台)です。 


己2日インチ 
デバイスベイ 


3.巳インチ 
デバイスベイ 

八ードディスク 
はオプション。 


= SCSI ケーブル IDE ケーブル 

= SCSI ケーブル -フ□ッピーディスクドライブケーブル 

- HS 日 P ケーブル 


最大構成のときの接続例 

Express サーバには、最大234台の八ードディスクを接続することができます。 

八ードディスクの接続を最大数にするには、本体内蔵の 3.5 インチデバイスベイのケーブル 
をマザーボード上の SCSI コネクタに接続して、八ードディスクを SCSI 接続にします。 
Express サーバじ取りがけるディスクアレイコント□-ラは N 8103 -53A を使用します (4 枚 
取りがけます）。 

ディスクアレイコント□-ラに接続する DISK 増設崖体には、 N8190-64 を使用します （1 
チャネルに14台の八ードディスクを接続することができます）。 

W 上の八ードウエア構成から、 

(HDD ケージ内の八ードディスク数 (5 台）X HDD ケージに台)）+ 

(ディスクアレイコント□ーラの搭載枚数 (4 枚）Xチャネル数 (4 チャネル)）X 
D に K 増設崖体の1チャネルあたりの八ードディスク搭載数 （ 14台)）二234台 

まで接続ができます。 

この構成では、 3.5 インチデバイスベイに搭載した5台は、ディスクアレイを構成できません。 



SCSI ケーブル ク 


マヴーボード 


ディスクアレイコント□-ラボード 


] PCI #1 
] PCI #2 


PCI #3 
コ PCI #4 
] PCI # 已 


] PCI # 日 


終端纖 


Ultra 160( A ) 
SCSI 


I 兀ッピ - f イスクト 


I IDE ■ 


I HSBP ( A ) 卜 


I HSBP 旧 ） I 


Ultra 160( B ) 
SCSI 




オプション 


オプション 


CD-ROM 


兀ッピ - f イスク 
ドライア 


IDO 

IDl 

ID 2 

ID 3 

ID 4 
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く N 8103 -53 A 配下 > 



已 .2 巳インチ 
デバイスベイ 


3.已インチ 
デバイスベイ 


HDD 

ケージ 


電源ケーブル 


本体内蔵の電源ユニットの電源ヶーブルにはコネクタ番号が印刷されています (Pnn • nn: 数 
字)。コネクタ番号と接続される内蔵デバイスはム(下のとおりです。 



日.2巳インチ 
デバイスベイ 


標準 HDD ケージ 


HDD ケージ 
(オプション) 


電源ケーブル 
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BIOS のセットアップ 

Basic Input Output System (BIOS) の設定方まじついて説明します。 

Express サーバを導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく理 
解して、正しく設をしてください。 


システム BIOS 〜 SETUP 


SETUP は Express サーバの基本八ードウエアの設をを行うためのユーティリティツールで 
す 。この ユーティ リティは Express サーバ内のフラッシュメモリに標準でインストールされ 
ているため、専用のユーティリティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設をされる内割ま、化荷時に Express サーバにとって最も標準で最適な状態に設定 
していますのでほとんどの場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に 
説明するような場合など必要に応じて使用してください。 

M -0 • SETUP の操作は、システム管理者(アドミニストレータ）び行ってください。 

胃 d ♦ SETUP では、パスワードを設定ずることびできまず。パスワードには、 
rSupervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルびあります。 「 Supervisor 」 レベルのパスワー 
ドで SETUP にアクセスした場合、すべての項目の変更びできます。 「 Supervisor 」 の 
パスワードび設定されている場合、 「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更 
できる項目び限5れまず。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス I ルする前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

• Express サーバには、最新のバージヨンの SETUP ユーティリティがインス!ルされ 
ています。このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場合びあります。設定 
項目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い合わせてく 
ださい。 


起動 

Express サーバの電源を ON にください。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press <F2> to enter SETUP 


ここでく F2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 
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JU 前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が 
表示されます。パスワードを入力してください。 


Enter password:[ ] 


パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると 、 Express 
サーバは動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 

パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 「 Supervisor 」 で 
は、 SETUP でのすベての設をの状態を確認したり、それらを変更したりすることができま 
す。 「 User 」 では、確認できる設をや、変更できる設をに制限があります。 


キーと画面の説明 

车ーボード上の次の车一を使って SETUP を操作します（羊一の機能については、画面下にも 
表示されています）。 


現在表示しているメニューを示す 


サブメニューが 
あることを示す 


設定項目< 



► System Management 

► Console Redirection 


Service Partition Type 
> Event Log Configuration 

12 

Assert NMI on PERR: 

[Enabled] 

Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 

FRB-2 Policy 

[Disable BSP] 

Boot Monitoring: 

[Disabled] 

Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3 times] 

Thermal Sensor: 

[Enabled] 

BMC IRQ: 

'Post Error Pause 

[11] 

[Enabled] 


FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 




Change Vail 
Select 


•Values 
► Sub-M( 


パラメータ（選択すると文字が反転する） 


オンラインヘルプ 
ウインドウ 


キーの 機能説明 


カーソルキー （ t 、古） 

カーソル丰一（卜 、一) 
<一>丰一/<十> 丰一 

< Enter > キー 
< Esc > 丰一 
< F レキー 


< F 9> キー 
<ド10>丰一 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選択さ 
れています。 

Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 Boot 、 Exit などのメニューを選択します。 
選択している項目の値(パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に「►」がつ 
いているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

選択したパラメータのま定を行うときに押します。 

ひとつ前の画面に戻ります。 

SETUP の操作でわからないことがあったときはこのキーを押してください。 SETUP の 
操作についてのヘルプ画面が表示されます。 < Esc > キーを押すと、元の画面に戻りま 
す。 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時の設定 
と異なる場合がありまず）。 

SETUP の設定内容を保ちし、 SETUP を終了します。 


















設定例 

次にソフトウエアと連係した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設 
を例を示します。 



「 ESMPRO 」 び持つ溫度監視機能と連携させる 

「 Server 」 イ Thermal Sensor 」 イ Enabled 」 

rESMPRO / ServerManagerJ を使ってネットワーク経由で Express ヴーノ（の電源を制 
御する 

-1\1に 1(10/100) 経由で制御する 

「 Advanced 」 一 「Advanced Chipset Control 」 一 「Wake On LAN 」 一 「 Enabled 」 
r Server 」 一 r AC - LINK 」 一 「 Stay 饼 f 」 

- N に 2( Gbit ) 経由で制御する 

「 Advanced 」 一 「Advanced Chipset Control 」 一 「Wake On PME 」 一 「 Enabled 」 
r Server 」 一 r AC - LINK 」 一 「 Stay 饼 f 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
[" Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 「Power On 」 

- POWER スイッチを使って OFF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を OFF 
のままにする 

[" Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 「Last State 」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 Server 」 一「 AC - UNK 」 一 r Stay 饼 f 」 


起動関連 


Express ヴーバに接続している起動デバイスの順番を変える 

rBoot 」-> 起動順唐を設定する 

POST の実行内容を表示する 

「 Advanced 」 イ目〇 ot-time Diagnostic Screen 」 イ Enabled 」 

「 NEC 」 □ゴの表示中にく Es に羊一を押しても表示させることができます。 

HW コンソールか5制御する 

[" Server 」 一 「Console Redirection 」 一それぞれの設走:をする 
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メモリ関連 


メモリ縮退機能 

① 「Advanced」 一 「Memory Conriguration」 一 「Extended RAM Step」 一 「Every- 
Location」 

③ 「Advanced」 一 「Memory/Processor Error」 一 「Halt」 

搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「 Advanced」 一 「Memory Configuration」 一表示を磕認する 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のように対 
応しています。 



メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

rAdvanced」 一 「Memory Configuration」 一 「Memory Retest」 一 「Yes」 ーリブートするとク 
リアされる 


CPU 関連 


CPU 縮退機能 

① 「Server」 イ FRB2 policy」 一 「Disabled Immediately」 

② 「Advanced」 イ Memory/Processor Error」 イ Halt」 

搭載している CPU の状態を確認する 

rMain」 一 「Processor Settings」 一表示を確1 忍する 
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画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は下図のように対応して 
います。 



CPU のエラー情報をクリァする 

「 Main 」 一 「processor Settings 」 一 「Processor Retest 」 一「丫 es 」 ーリブートするとクリアさ 
れる 


キーボー ド関連 


Numlock を設定する 

「 Advanced 」 一 「 Numlock 」 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

l " Secu 「 ity 」 一 ！" Set Supervisor Password 」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード ( Supervisor ） 、ユーザーパスワード （ User ) の順に設をします。 

POWER スイッチの機能を有効/無効にする 

「 Security 」 一 「Power Switch Inhibit 」 一 「 Enabled 」 （有効） 

に ecurity 」 一 「Power Switch Inhibit 」 一 「 Disabled 」 （無効） 

I M-O POWER スイッチをマスクずると POWER スイッチによる ON / OFF 操作に加え、「強制 

シャットダウン （179 ページ参照)」も機能しなくなります。 

セキュアモードを設定する 

に ecurity 」 一それぞれを設定する 
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外付けデバイス関連 


外付けデバイスに巧する設定をする 

「Advanced」 一「1/0 Device Configuration」 一それぞれのデバイスに対して設定をする 


内蔵デバイス関連 


Express ヴーバ内蔵の PCI デバイスに巧する設定をする 

「Advanced」 一 「Adbanced Chipset Control」 一 「PCI Device」 一それぞれのデバイスじ対し 
て設ををする 

ディスクアレイコント□ーラボードまたはグラフィックスアクセラレータボードを取り付け 
る 

「Advanced」 一 「PCI Configuration」 一 「PCI Slot rU 一 「Option ROM Scan」 一 「Enabled」 
n: 取りがけたス□、ソト番号 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

「Advanced」 一 「Reset Configuration Data」 一 「Yes」 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Exit Saving Changes」 また(ま 「Save Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 「Exit Discarding Changes」 また(ま 「Discard Changes」 


BIOS の設定をデフォルトの設定に戻す(出荷時の設定とは異なる場合びあります) 

「Exit」 イ Load Setup Defaults」 

現在の設定をユーザー定義の設定として保存する 

「Exit」 一 「Save Custom Deraults」 

ユーザー定義の設定を□ー ドする 

「Exit」 一 「Load Custom Deraults」 
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パラメータと 説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

♦ Main メニュー 

• Advanced メニュー 

♦ Security メニュー 

• Server メニュー 
♦ 目0 ot メニュー 
参 Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することじよって、さらに詳細な機能の設ちがで 
きます。次に画面に表示されるメニュー別に設をできる機能やパラメータ、化荷時の設をを 
説明をします。 

Main 

SETUP を起動すると、まずはじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がつい 
ているメニューは、選択して<[が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 

Phoenix BIOS Setup Utility 




Item Specific Help 

System Time: 

胚 :18:58] 


System Date: 

[05/05/2002] 




<Tab>, <Shift-Tab>, or 

Legacy Floppy A: 

[1.44/1.25 MB 3.51 

<Enter> selects field. 

Legacy Floppy B: 

[Disabled] 


Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 


► Primary IDE Master 

[None] 


► Primary IDE Slave 

[None] 


► Secondary IDE Master 

[Auto] 


► Secondary IDE Slave 

[None] 


► Processor Settings 



Language: 

[English (US)] 



FI Help t i 

Esc Exit — * 


Select Menu Enter Select Sul 


'allies 

ib-Menu 


F9 Setup Defaults 
FIO Save and Exit 


Main メニューの画面上で設をできる項目とその機能を示します。 
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項目 

パラメータ 

説 明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Legacy Floppy A 

Disabled 

360Kb 5.25" 

1.2MB 5.25" 

720Kb 3.5" 

[1.44.1 .巧 MB 3.5"] 
2.88MB 3 .己" 

フ□、ソピーディスクドライブ A (標準装備の 
設定をします。 

Legacy Floppy B 

[Disabled] 

1.2MB 5.25" 

720Kb 3.5" 

1.44.1.2 日 MB 3.5" 
2.88MB 3 .己" 

フ□、ソピーディスクドライブ目の設定をしま 
す。本装置ではドライブ目をサポートしてい 
ないので 「Disable」 (こしてください。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 seconds 

6 seconds 

9 seconds 

12 seconds 

15 seconds 

21 seconds 

30 seconds 

POST 中(こ初めて IDE デバイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち合わせを巧い 
ます。 

Primary IDE Master/ 

Primary IDE Slave 

Secondary IDE Master 
Secondary IDE Slave 


それぞれのチャネルに接続されているデバイ 
スの情報をサブメニューで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、化 
荷時の設定のままにしておいてください。 

Language 

[English(US)] 

Franoacis 

Deutsch 

Espanol 

Italiano 

Setup で表示する言語を選択します。 
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Proc 白 ssor Settings 

Main メニューで 「Processor Settings」 を選択すると、 U 下の画面が表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Processor Retest 

[No] 

Yes 

CP U のエラー情報をクリアします。 

Processor Speed Setting 

- 

CPU の周波数を表示します。 

Processor 1 CPUID 

数値 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプ □ セ、ソサ 1 の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプ □ セ、ソサの故障 、 「Not 

Ins ね lied 」 は取り付け 6 れていないことを示 
します（表示のみ）。 

Processor L1 Cache 

- 

プ □ セ、ソサ 1 のキャッシュを表示します。 

Processor 2 CPUID 

数値 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプ □ セ、ソサ 2 の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプ □ セ、ソサの故障 、 「Not 

Ins ね lied 」 は取り付け 6 れていないことを示 
します（表示のみ）。 

Processor L2 Cache 

- 

プ □ セ、ソサ 2 のキャッシュを表示します。 

Hyper-Threading Technology 

[Enabled] 

Disabled 

プ□セッサの Hyper-Threading 

Technology の有効 / 無効を設定します。 


[]： 化荷時の設定 
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Advanced 


力ーソルを 「Advanced」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> 羊一を押すとサブメニューが表 
示されます。 





Item Specific Help 

^ Memory Configuration 
^ PCI Configuration 

► I/O Device Configuraion 

► Advanced Chipset Control 


Memory Reconfiguration 
Menu. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[Disabled] 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

Memory/Processor Error 

[Off] 

[Boot] 



F1 Help t i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit 一 Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Boot-time Diagnostic 

[Disabled] 

起動時の自己彰断 (POST ) の実巧画面を表示 

Screen 

Enabled 

させるか、表示させないかを設定します。 
「 Disabled 」 に設定すると、 POST の間、 
「 NEC 」 □ ゴが表示されます。（ここで <Esc> 
キーを押すと POST の実行画面に切り替わり 
ます。） 

Reset Configuration Data 

[No] 

Configuration Da ね (POST で記憶している 


Yes 

システム情報）をクリアするときは 「 Yes 」 (こ 
設定します。装置の起動後(ここのパラメータ 
は 「 No 」 に切り替わります。 

NumLock 

On 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 


[Off] 

定します。 

Memory/Processor Error 

[Boot] 

メモリ縮退、プ □ セ、ソサ縮退エラーが起きた 


Halt 

ときに POST の最後で止めるか止めないかを 
設定します。 


]： 出荷時の設定 



















Memory Configuration 


Advanced メニューで 「Memory Configuration」 を選択すると、下の画面が表示されま 
す。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

DIMM Group #1 - #3 Status 

Normal 

Disabled 

N 饥 Installed 

メモリの現在の状態を表示します。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 

「 N 饥 Ins ね lied 」 はメモリが取り付け 6 れてい 
ないことを示します。（表示のみ） 

Memory Retest 

[No] 

Yes 

メモリのエラー情報をクリアします。 

Extended RAM Step 

1MB 

1KB 

Every location 
[Disabled] 

r 1 M 目」は 1 M 単位にメモリテストを巧いま 
す。 「 1KB 」 は 1K 単位にメモリテストを行い 
ます 。 「Every location 」 はすべてのメモリ 
をテストします。 「 Disabled 」 でメモリの初期 
化のみ行います。 


]： 化荷時の設定 


八—ドウ H ア編 


155 


















PCI Configuration 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、下の画面が表示されます。そ 
れぞれを選択するとサブメニューが表示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Embedded SCSI 

Additional setup 

► Embedded NIC 1 ( 頭〇〇 ) 

menus to configure 

► Embedded NIC 2(Gbit:) 

embedded SCSI 

► Embedded Video Controller 

controller. 

► PCI Slotl 


► PCI Slot 2 


► PCI Slots 


► PCI Slot 4 


► PCI Slots 


► PCI Slot 6 



FI Help t ^ Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ——- Select Menu Enter Select k Sub-Menu FIO Save and Exit 


— Embedded SCSI 


項目 

パラメータ 

説 明 

SCSI Controller 

[Enabled] 

Disabled 

オンボード上の SCSI コント □ ーラの有効/無 
効を設定します。 

Option ROM Scan 

[Enabled] 

Disabled 

オンボード上の SCSI コント□ーラの目 10 S の 
展開の有効/無効を設定するサブメニューを 
ぶ《ノ 7^ しよす 0 


[]： 出荷時の設定 


- Embedded N に1 (10/100 )/Embedded N に 2 ( Gbit ) 


項目 

パラメータ 

説 明 

LAN Controller 1 (10/100) 
LAN Controller 2 (Gbit) 

[Enabled] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント □ ーラの有効/無 
効を設定します。 

Option ROM Scan 

[Enabled] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラの目 10 S の 
展開の有効/無効を設定するサブメニューを 
ぶ《 ノ 7^ しホす 0 


[]： 出荷時の設定 


— Embedded Video Controller 


項目 

パラメータ 

説 明 

Video Controller 

[Enabled] 

Disabled 

オンボード上のビデオコント □ ーラの有効 / 
無効を設定します。 


]： 出荷時の設定 



























- PCI Slot 1 - PCI Slot 6 


項目 

パラメータ 

説 明 

Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI バスに接続されているデバイス（ボード） 

に搭載されている目 IOS の有効/無効を設定す 
るサブメニューを表示します。グラフィック 
スアクセラレータボードを取り付ける際や、 
取り付けようとしているディスクアレイコン 
トロ ーラボードおよび SCSI コント □ —ラ 
ボードに 0 S がインストールされている八一 
ドディスクを接続する際(こはそのス□ットを 
「 Enabled 」 に設定してください。オプション 
ROM BIOS を搭載した LAN コント□-ラ 
ボードを使用していて、このボードからネ、ソ 
トワークブートをしないときは 「 Disabled 」 に 
してください。 


[]： 出荷時の設定 


I/O Device Configuration 

Advanced メニューで n/0 Device Configuration」 を選択すると、下の画面が表示され 
ます。 



Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced 


I/O Device Configuration 

Item Specific Help 

Serial port A: 

rl ゴん，化リ li 

Configure serial port 1 

Base I/O address: 

口 F 。 

using options: 

1 nterrupt: 

[IRQ 4] 


Serial portB: 

[Enabled] 

[Disabled] 

Base I/O address: 

口 F 。 

No configuration 

1 nterrupt: 

[IRQ 3] 


Parallel port: 

[Enabled] 

Enabled] 

Mode: 

[ECP] 

User configuration 

Base I/O address: 

[37 幻 


1 nterrupt: 

[IRQ 7] 

[Auto] 

DMA channel: 

[DMA 1] 

BIOS or OS chooses 



configuration 

Legacy USB Support 

[Disabled] 


PS/2 Mouse 

[Enabled] 



FI Help t i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — »• Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 

n-O 割り込みやべース I / O アドレスび他と重複しないようにま意してください。設定した値び他 
胃 g のリソースで使用されている場合は黄色の r * 」が表示されまず。黄色の r * 」び表示されて 
し、る項目は設定し直してください。 
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項目 

パラメータ 

説 明 

Serial Port A 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート A の有効/無効を設定しま 
す。 

Base I/O Address 

[3 F 8] 

2 F 8 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート A のためのベース I/O アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A のための割り込みを設定し 
ます。 

Serial Port B 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート B の有効/無効を設定しま 
す。 

Base I/O Address 

3 F 8 
に F 8] 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート目のためのベース I/O アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート目のための割り込みを設定し 
ます。 

Parallel Port 

Disabled 

[ Enabled ] 

パラレルポートの有効/無効を設定します。 

Mode 

Output only 
Bi-directional 

EPP 
正 CP ] 

パラレルポートの動作モードを設定します。 

Base I/O Address 

[378] 

278 

パラレルポートのべース I/O アドレスを設定 
します。 

Interrupt 

IRQ 己 
[IRQ 7] 

パラレルポートのための割り込みを設定し 
ます。 

DMA channel 

[DMA 1] 

DMA 3 

パラレルポートのための DMA チヤネルを 
設定します。 

Legacy USB Support 

[ Disabled ] 

Enabled 

US 目を正まじサポートしていない 0 S でも 

USB キーボードが使用できるようにするかど 
うかを設定します。 

PS /2 Mouse 

Disabled 

[ Enabled ] 

マウスの有効/無効を設定します。 


]: 出荷時の設定 



















Advanced Chipset Control 


Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control」 を選択すると、下の画面が表示され 
ます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「>+ —を押すとサブメ 
ニューが表示されます。 




F1 Help t Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaul 怯 

Esc Exit ^ 一 Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Wake On LAN 

[ Disabled ] 

Enabled 

N に 1(10/100) または PCI ス□、ソト3、4、 5 
(こ搭載した PCI ボードを介したリモートパ 
つー オン機能の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポートを介したリモートパワーオン 
機能の有効/無効を設定します。 

Wake On PME 

[ Disabled ] 

Enabled 

N に 2( Gbit ) または PCI ス□、ソト1、2、6(こ 
搭載した PCI ボードを介したリモートパワー 
オン機能の有効/無効を設定します。 

Wake On RTC 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムク□ックを利用したリモート 
パワーオン機能の有効/無効を設定します。 

Sleep Button 

[ Present ] 

Absent 

「 Present 」 に設定してください。 


[]： 化荷時の設定 
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PCI Device 


FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


-/+ ChangeValu 芭 

Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 


パラメータ 


説 明 


PCI IRQ line 1 - 1己 


Disable ! 
[Auto Select ] 

3 

4 

5 
7 

9 

10 
11 

14 

15 


PCI バスじある 1 日本の割り} A み信号をどの 
IRQ リクエストに割り当てるかを設定しま 
す。 

パラメータの巧」、「10」、「11」はに erver 」 
メニューの 「BMC IRQ で設定しているパラ 
メータと同一のものは選択できません。 


PCI Device 

Item Specific Help 

inel: 

[Auto Select] 

PCI device can use 

ine2: 

[Auto Select] 

hardware interrupts 

ine 玉 

[Auto Select] 

called IRQs. A PCI 

ine4: 

[Auto Select] 

device cannot use 

ine 5: 

[Auto Select] 

IRQs already in use 

ine 反 

[Auto Select] 

by ISA devices. 

ine 7: 

[Auto Select] 

Use'Auto'only if 

ine 注 

[Auto Select] 

no ISA legacy 

ine 9: 

[Auto Select] 

cards are installed. 

ine 10: 

[Auto Select] 


ine 11: 

[Auto Select] 


ine 12: 

[Auto Select] 


ine 13: 

[Auto Select] 


ine 14: 

[Auto Select] 


ine 巧： 

[Auto Select] 



Advanced メニューの 「Advanced Chipset Control」 で 「PCI Device」 を選択すると、 W 下の 
画面が表示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 


Advanced 






]： 出荷時の設定 




















Security 

力ーソルを 「Security」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


User Password を登録 
しているときのみ選択で 
さる。 




Phoenix BIOS Setup Utility 
Security 


Supervisor Password 
を登録しているときのみ^ 
選択できる。 


UsGT Pacsword 1 口 

Clear 

Clear 

[Enter] 

riJTi 巧 1 

Item Specific Help 

Supervisor Password Is 

Set User Password 

Set Supervisor Password 

Superviosor Password 
controls access to the 


setup utility. 

\ Password on boot: 

Fixed disk boot sector: 

[Disabled] 

[Normal] 


Secure Mode Ti mer: 

[2 hr] 


Hot Key (CTRL4ALT+): 

[Z] 


Secure Mode Boot: 

[Disabled] 


Video Blanking 

[Disabled] 


Floppy Write Protect: 

[Disabled] 


Power Switch Inhibit: 

[Disabled] 



F1 Help 
Esc Exit 


i Select Item 
一 Select Menu 


-/+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
FIO Previous Value 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかで <Ente「> キーを押す 
と]: i 下のような画面が表示されます(画面は rSet Supervisor Password」 を選択したときの 
画面です）。 

ここでパスワードの設定を行います。パスワードは7文字じ(内の英数字および記号で羊一 
ボードから直接入力します。 




Phoenix BIOS Setup Utility 
Security 


User Password Is: Clear 

Supervisor Password Is Clear 

Set User Password [E nter] 

Set Supervisor Password H 巧ロリ 


ion boot: 


Passwort 
Fixed disk boot sect 


Secure Mode Ti mer 
Hot Key (CTRL-tAL 
Secure Mode Boot: 
Video Blanking | 
Floppy Write Protect: 


Set Supervisor Password 


E nter New Password 
Confirm New Password 


Item Specific Help 


Superviosor Passwon 
controls access to the 
setup utility. 


Power Switch Inhibit: 


[Disabled] 

[Disabled] 


FI Help 
Esc Exit 


t Select Item 
<--* Select Menu 


-/+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
FIO Previous Value 
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H-O • 「User Password 」 は 、 （"Supervisor Password 」 を設定していないと設定できませ 
信重3 ん。 

• 0 S のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお 
問い台わせください。 

を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Set User Password 

7 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューへのアクセスが制限されま 
す。 

Set Supervisor Password 

7 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワード 
ですベての SETUP メニュー(こアクセスでき 
ます。この設定は、 SETUP を起動したとき 
のパスワードの人力で 「 Supervisor 」 で□グイ 
ンしたときのみ設定できます。 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

ブート時にパスワードの人力を巧う/巧わな 
いの設定をします。先にスーパバイザのパス 
ワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されてい 
て、このオプションが無効の場合は BIOS は 
ユーザーがブートしていると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

IDEA - ドディスクに対する書き込みを防ぎ 
ます。本装置では IDE 八ードディスクをサ 
ポートしていません。 

Secure Mode Timer 

2 min 
己 min 

10 min 

20 min 

1 hr 
に hr ] 

キーボードやマウスか6の人力が途絶えて 
か 6 Secure Mode (こ入るまでの時間を設定 
します。 「 Disabled 」 の時は Secure Mode (こ 
なりません。 

H 饥 Key ( CTRL + ALT +) 

に] 

Secure Mode を起動させるキーを設定しま 
す。 < Ctrl > キーと < AI ゎキーを押しなが6設 
定したキーを押すと Secure Mode が起動し 
ます。 

Secure Mode Boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

Express サーバの起動時(こ Secure Mode 
で起動させるかどうかを設定します。 

Video Blanking 

[ Disabled ] 

Enabled 

Secure Mode (こ入った時(こモニタを切るか 
どうか設定できます。 

Floppy Write Protect 

[ Disabled ] 

Enabled 

Secure Mode の間、フ□、ソピーディスクド 
ライブにセツトしたフ□、ソピーディスクへの 
書き込みを許可するか禁止するかを設定しま 
す。 


<タページへ続く> 

















項目 

パラメータ 

説 明 

Power Switch Inhibit 

[Disabled] 

Enabled 

POWER スイ、ソチの機能の有効/無効を設定 
します。 「Enabled」 に設定すると、 0S の起 
動後は POWER スイ、ソチで電源を OFF できな 
くなります。離制シャットダウン （POWER 
スイ、ソチを4秒上押して強制的にシャット 
ダウンさせる機能)も含む。） 


]: 化荷時の設定 


Server 

カーソルを 「 Server 」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。 

Server メニューで設定できる項目とその機能を示します 。 「System Management 」 と 
[Console Redirection」、「Event Log Configuration 」 は選択後、く Ente 「> 羊一を押してサ 
ブメニューを表示させてから設ちします。 


Phoenix BIOS Setup Utility 
Server 


► System Management 

► Console Redirection 

Service Partition Type 

k Event Log Configuration 
Assert NMI onPERR: 


Item Specific Help 

12 

[Enabled] 

Additional setup 
menu to change 
server management 
features. 

Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 

FRB-2 Policy 

[Disable BSP] 


Boot Monitoring: 

[Disabled] 


Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3 times] 


Thermal Sensor: 

[Enabled] 


BMC IRQ: 

[11] 


Post Error Pause 

Enabled] 


AC-LI NIC: 

[Last State] 



FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


-/+ Change Values 
Enter Select >■ Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
FIO Save and Exit 


を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Service Partition Type 

— 

サービスパーティションのタイプを表示しま 
す。 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

FRB-2 Policy 

Disable FRB2 Timer 
[Disable BSP] 

Do not Disable BSP 
Retry 3 Times 

「Disable 目 SP」 に設定してください。 


]： 化荷時の設定 
く次ページへ続く> 
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項目 

パラメータ 

説 明 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

己 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 
己己 minutes 

60 minutes 

起動時のブート監視の機能の有効/無効と夕 
イマ設定時間を設定します。 

この機能を使用する場合は、 ESMPRO/ 
ServerAgent をインストールしてください。 
ESMPRO/ServerAgent をインストールして 
いない OS か6起動する場合には、この機能 
を無効(こしてください。 

ARCServe で Disaster Recovery Option を 
使用の場合は、 「Disable」 (こしてください。 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times] 
Retry Service Boot 
Always Reset 

ブート監視機能を有効にした場合に表示され 
ます。ブート監視時(こタイムアウトが発生し 
た場合の処理を設定します。 

[Retry 3 times] に設定するとタイムアウト 
発生後にシステムをリセットし、 OS ブート 
を3回までリトライします。3回目にブート 
を失敗すると、サービスパーティシヨンか6 
ブートを試みます。 [Retry Service 目〇〇口(こ 
設定するとタイムアウト発生後(こシステムを 
リセットし、 OS ブートを3回までリトライし 
ます。その後、サービスパーティシヨンか6 
のブートを3回試みます。 [Always Reset] に 
設定するとタイムアウト発生後にシステムを 
リセ、ソトし、 0S ブートのリトライを繰り返 
します。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[Enabled] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 

5 

10 

[11] 

目 MC 割り込みの IRQ を設定します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[Enabled] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State] 

Power On 

AC-LINK 機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときの Express サーバの電源の状 
態を設定します(下表参照)。 


[]: 化荷時の設定 


「 AC - LINK 」 の設をと本装置の AC 電源が OFF になってから再度電源が供給されたときの動作 
を次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 (DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制シャツトダウン* 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを4秒] U 上押し続ける操作です。強制的に電源を OFR こします。 
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System Management 

Server メニューで 「System Management 」 を選択し < Ente 「> キーを押すと、下の画面が表 
示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 
Server 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Version: xxjoc 


Board Part # xxxxx 


Board Serial 4k xxxxx 


System Part # xxxxx 


System Serial # xxxxx 


Chassis Part# xxxxx 


Chassis Serial 4k xxxxx 


BMC Device ID: xxxxx 


BMC Device Rev: xxjoc 


BMC Firmware Rev: xxjoc 


SDR Rev: xxjoc 


PI A Rev: xxjoc 


Primary HSBP Rev: xxjoc 


Secondary HSBP Rev: xxjoc 



FI Help t Select Item -/+ Change Values F9 SetupDeFaul 坛 

Esc Exit ^ — ► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FID Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

BIOS Version 

- 

BIOS のパージョンを表示します(表示のみ)。 

Board Part # 

— 

マザーボードの部品番号を表示します(表示 
のみ）。 

Board Serial # 

— 

マザーボードのシリアル番号を表示します 
(表示のみ）。 

System Part # 

- 

本体のコードを表示します(表示のみ)。 

System Serial # 

— 

本体のシリアル番号を表示します（表示の 
み)。 

Chassis Part # 

— 

シャーシの部品番号を表示します（表示の 
み)。 

Chassis Serial # 

— 

シャーシのシリアル番号を表示します（表示 
のみ）。 

BMC Device ID 

— 

BMC(Baseboard Management Controller) 

のデバイス ID を表示します（表示のみ）。 

BMC Device Rev 

— 

目 MC のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 

BMC Firmware Rev 

— 

目 MC のファームウエアレビジョンを表示し 
ます（表示のみ)。 


[ 1：化荷時の設定 
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項目 

パラメータ 

説 明 

SDR Rev 

— 

SDR(Sensor Data Record) のレビジョンを 
表示します(表示のみ)。 

PIA Rev 

- 

円 A のレビジョンを表示します（表示のみ）。 

Primary HSBP Rev 


標準装備の HS 目 P (ホ、ソトスワップバックプ 
レーン)ボードのレビジョンを表示します(表 
示のみ）。 

Secondary HSBP Rev 

— 

オプションの HS 目 P ボードのレビジョンを表 
示します（表示のみ）。 


[]: 出荷時の設定 


Console Redirection 

Server メニューで 「Console Redirection 」 を選択しく Enter 〉 キーを押すと、下の画面が表 
示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 
Server 


Console Redirection 

Item Specific Help 

BIOS Redirection Port: [Disabled] 

ACPI Redirection Port: [Disabled] 

Baud Rate: [19.2K] 

Flow Control: [CTS/RTS] 

ConsoItType: IVT100+] 

Remote Console Reset: [Disabled] 

If enabled, the console 
will be redirected to 
this port. 

If console Redirection 
is enabled, this 
address must match the 
settings of serial 
port 2. 


FI Help 个 i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit -<--* Select Menu Enter Select V Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

BIOS Redirection Port 

[Disabled] 

Serial Port A 

Serial Port B 

HW コンソールを接続するシリアルポートを 
設定します。 

ACPI Redirection Port 

[Disabled] 

Serial Port A 

Serial Port B 

OS 動作中に ACPI コンソールを接続するシリ 
アルポートを設定します。 

Baud Rate 

[9600] 

19.2k 

57.6k 

115.2k 

連続する HW コンソールとのインタフェース 
に使用するボーレートを設定します。 


]： 出荷時の設定 
























項目 

パラメータ 

説 明 

Flow Control 

None 

Xon/Xoff 
に TS / RTS ] 
CTS / RTS+CD 

フ□一制御の方まを設定します。 

Console Type 

PC ANSI 

[VT100+] 

VT-UTF8 

HW コンソールタイプを選択します。 

Remote Console Reset 

[Disabled] 

Enabled 

HW コンソールか6のリセ、ソトの有効/無効を 
選択します。 


[]: 化荷時の設定 


Event Log Configuration 

Server メニューで 「Event Log Configuration 」 を選択しく Ente 「> 丰一を押すと、下の画面 
が表示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 
Server 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Clear Event Log: [Press Enter] 

The system event log 
will be cleared if selecting 
■Yes". 


FI Help t i Select Item -/+ Change Values F9 SetupDeFaul 坛 

Esc Exit <--* Select Menu Enter Select V Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説 明 

Clear Event Log 

— 

<Enter> キーを押し、 「Yes」 を選択するとシ 
ステムイベント□グが初期化されます。 


[]： 化荷時の設定 
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Boot 


力ーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設をする巨 oot メニューが表示されま 
す。 

Express サーバは起動時にこのメニューで設定した順番にデバイスをサーチし、起動ソフト 
ウェアを見つけるとそのソフトウエアで起動します。 



く! >车一/く i >キー、<十>车一/<一>车一でブートデバイスの優先順位を変更できます。 

名'デバイスの位置へく t >キー/<1 >羊一で移動させ、く十>キー/<一>车一で優先順位を変更 
できます。 

I M-O EXPRESSBUILDER を起動する場合は、上図に示す順番に設定してください。 












Exit 


力ーソルを Exit の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 


このメニューのをオプションについて W 下に説明します C 


[ Phoenix BIOS Setup Utility 


t Saving Changes 
t Discarding Changes 
id Setup Defaults 


Exit Saving Chang 
ExitC 
Load Setup Defaults 
Load Custom Defaults 
Save Custom Defaults 
Discard Changes 
Save Changes 


[Enter] 

[Enter] 


Item Specific Help 


Exit System Setup and 
save your changes to 
CMOS. 


FI Help 
Esc Exit 


t i 


Select Item 
Select Menu 


-/+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
FIO Previous Value 


Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS 坏揮発性メモリ）内に保 
存して SETUP を終わらせる時に、この項目を選択しま 
す 。 Exit Saving Changes を選択すると、ちの画面が 
表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS 
(不揮発性メモリ ） 内に保存して SETUP を終了し、 
Express サーバは自動的にシステムを再起動します。 


Setup Confirmation 


save configuration changes and exit now? 
[Yes] [No] 


Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS (不揮発性メモリ ） 内に保 
存しないで SETUP を終わらせたい時に、この項目を選 
択します。 

ここで、「 N 0」を選択すると、変更した内容を保存しな 
いで SETUP を終わらせることができます。 「 Yes 」 を選 
択すると変更した内容を CMOS 内に保存して SETUP 
を終了し、 Express サーバは自動的にシステムを再起 
動します。 


Setup confirm 抑 on 


Discard changes and exit setup now? 
[Yes] [No] 
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Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この 
項目を選択します。 Load Setup Defaults を選択すると、ち 
の画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選択すると、デフォルト値に戻ります。 
「No」 を選択すると Exit メニューの画面に戻ります。 



Load default configuration now? 


[Yes] [No] 


M-O モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値び異なる場合びあります。この項で説明し 
ている設定一覧を参照して使用ずる環境に合わせた設定に直す必要びありまず。 


Load Custom Defaults 

このメニューを選択してく[が6「>车一を押すと、保存しているカスタムデフォルト値を□一 
ドします。 

Save Custom Defaults 

このメニューを選択して <Erite「> 羊一を押すと、現在設をしているパラメータをカスタムデ 
フォルト值として保存します。保存されると、 Load Custum Defaults メニューが現れま 
す。 


Discard Changes 


CMOS に値を保存する前に今回の変更をじ(前の値に戻した 
い場合は、この項目を選択します。 Discard Changes を選 
択するとちの画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、 
W 前の内容に戻ります。 

Save Changes 

SETUP を終了せず、新たに選択した内容を CMOS 坏揮発 
性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択します。 Save 
Changes を選択すると、ちの画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS (不揮 
発性メモリ）内に保存します。 


Setup Conrirmation 


Load previous configuration now? 
[Yes] [No] 


Setup Confirmation 


Save configuration changes now? 
[Yes] [No] 






















SCSI BIOS 〜 SCSISe/ec 卜 


に CSISe/ecd ユーティリティはマザーボード上の SCSI コント□-ラ（またはオプションボー 
ド上の SCSI コント□ーラ）じ対してを種設定を行うためのユーティリティで、起動には特殊 
な起動ディスクなどを使用せずに、 POST の実行中に簡単なキー操作から起動することがで 
きます。 


SCSI Se / e がユーティリティの用途 

SCSISe/e なユーティリティは、主に接続される SCSI 機器の転送速度の設をを行う場合 (5.25 
インチデバイスベイに搭載したデバイス(八ードディスクを除く)や外付け DAT、MO などの 
バックアップデバイス(八ードディスクを除く）を接続する場合）に使用します。 

M-O SCSI のコンフィグレーシヨンは SCSI コント □—ラ単位に個別に ユーティリティ を起動し 
て 設定しなければなりません 。 Express ヴーバ 内には SCSI コント □—ラび1つ搭載され て 
いまず。 

オプシヨンの SCSI コント□-ラボードを増設した場 S ま、 Express ヴーノ ' C 内蔵の SCSI コ 
ント□—ラに加え増設した枚数分の SCSI コント□—ラの設定び必要です。また、設定を変 
要ずるために使用するユーテイリテイも異なる場台びあります。 


マザーボード内蔵のコント□ーラに巧する設定 

Express サーバのマザーボードに搭載されている SCSI コント□ーラに対する設をの変更方法 
について説明します。 

M-O Express ヴーバには、最新のパ’ージヨンの SCSISe / ec 口■-ティリティびインス I -- ルさ 
医^ れていまず。このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場台びありまず。本書と 
異なる設定項目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い合ね 
せて < ださい。 


起動 

SCSISe/e なユーテイリテイの起動から終了までの方まを次に示します。 

1 . Express サーバの電源を ON にする。 

POST 実行中の画面の途中で次のメッセージを表示します。 


搭載している SCSI コント□—ラの数だけ表示されます。 


Adaptec AIC-7899 SCSI BIOS Build v2.57sl3 
(c) 2000 Adaptec, Inc. All Rights Reserved 

444 Press <ctrl> <A> for SCSISelect(TM) Utility! ^ ^ ^ 
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2 . < Ctrl > キーを押しなが 6< A > キーを押す。 

SCSIvSe / ec 口ーティリティが起動し、 「 Main 」 メニューを表示します。 


3 . 力ーソルキーを使って rBus : Device 」 ボックス内の r 02:04: A 」 または r 02:04: B 」 を選択して 
< Enter > キーを押す。 


You have an AIC-7899 
SCSI Controller in vour system. Move 
the cursor to the Bus:Channel to 
be configured and press <Enter>. 


「 Bus:Device:Channel — 

02:04:A 

02:04:B 


<F5> - Toggle color/monochrome 


マザーボードの SCSI コント□ーラにはチヤネルが2つあります。チヤネル A (02:04: A ) は Ultra 
160 SCSI コネクタ（八ードディスク用）を、チヤネル B (02:04: B ) は Ultra 160 SCSI コネクタ巧.25 
インチデバイスまたは外部 SCSI ( Wide ) コネクタ用）を示します。 

選択すると、 「 Options 」 メニューを表示します。 

4 . オプションか6メニューを選択して < Enter > キーを押す。 

- Options - 


Configure/View Host Adapter settings 


SCSI Disk Utilities 


アダプタ（選択したチャネル）やチャネル(こ接続されているデバイスに対して設定したいときは、 
「 Configure/View Host Adapter Settings 」 を選択します。 

選択したチャネルに接続された八ードディスクのフォーマツトやベリファイ、およびチャネルに 
接続されたデバイスの SCSI ID などを知りたいときは 、 「SCSI Disk Utilities 」 を選択します。 

詳しい内容(こついてはじ(降の説明を参照してください。 


Configure/View Host Adapter Settings 

設定するチャネルを選択後に表示される 「Options」 メニユーで rConfigure/View Host 
Adapter Settings」 を選択すると画面が表示されます。 


- Configuration - 

SCSI Bus Interface Definitions 

Host Adapter SCSI ID.7 

SCSI Parity Checking.Enabled 

Host Adapter SCSI Termination.Enabled 

Additional Options 

Boot Device Options.Press<Enter> 

SCSI Device Configuration.Press<Enter> 

Advanced Configuration Options.Press<Enter> 


<F6> - Reset to Host Adapter Defaults 





























:かじメニューとパラメータを説明します。ここでの説明を参照して最適な状態に設をしてく 
ださい。 

SCSI Bus Interface Definitions 

l"SCSI Bus Interface Definitions」 にある 3 つの項目は、羊ーボードの力ーソル(く^ >羊一/ 
<个>キー）で項目を選択してから、く £が6「>车 一を押して変更する項目を巧をします。パラ 
メータの選択はカーソル (< 1 >丰 一/く t >丰 一） を使用します。それぞれの機能とパラメータ 
は次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Host Adapter SCSI ID 

0-[7]-15 

r ?」 (こ設定してください。 

SCSI Parity Checking 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Host Adapter SCSI 
Termination 

[ Enabled ] 

Disabled 

終端抵抗の有効/無効を設定します。 
「 Enabled 」 に設定してください。 


[]： 化荷時の設定 


Additional Options 

「Additional Options」 にある3つの項目は羊ーボードの力ーソル(く^ >羊一/く个 > 羊一）で項 
目を選択してから、 <Ente「> キーを押すとそれぞれのサブメニューが表示されます。サブメ 
ニューにある項目はキーボードのカーソルレ i >车一/く t >キー）で項目を選択してから、 
<£が6「>车一を押して変更する項目を巧をします。パラメータの選択はカーソル (< i >车一/ 
<个>羊一）を使用します。 

• Boot Device Options 

「Boot Device Options」 に力ーソルを合わせてく Enter〉 キーを押すと次のような表示に 
変わります。 

= Boot Device Configuration 

Select SCSI peripheral irom which to boot. 

To view peripheral by ID# select "SCSI Disk Utilities" from previous menu. 

Boot Channel.A First 

Boot SCSI ID .0 

—— Options Listed Below Have NO EFFECT if MULTI LUN Support Is Disabled —— 
Boot LUN Number .0 


メニュー内の機能とパラメータは次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Boot Channel 

[A First ] 

B First 

「 A 円 rst 」 に設定してください。 

Boot SCSI ID 

[0] 〜 1 日 

「0」(こ設定してください。 

Boot LUN Number 

[0]-7 

「0」(こ設定してください。 


[]： 出荷時の設定 
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• SCSI Device Configuration 


に CSI Device Configuration」 に力ーソルを合わせて <Erite「> 羊一を押すと次のような表 
示に変わります。 








SCSI Device ID 

#0 

#1 

#2 

#3 

#4 

#5 

#6 

片 7 

Sync Transfer Rate (MB/Sec). 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

Initiate Wide Negotiation. 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection. 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command. 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

OrvHnnc 1 R^lnuvf Have NO FFFF 广 T if the RIOS ic nicahiM*! 



Enable Write Back Cache. N/C N/C N/C N/C N/C N/C 

N/C 

N/C 

BIOS Multiple LUN Support. 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Include in BIOS Scan . 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

SCSI Device ID 

#8 

#9 

#10 

#11 

#12 

#13 

#14 

#15 

Sync Transfer Rate (MB/Sec). 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

160 

Initiate Wide Negotiation. 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection. 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command. 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

—— Options Listed Below Have NO EFFECT if the BIOS is Disabled — 



Enable Write Back Cache. 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

N/C 

BIOS Multiple LUN Support. 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Include in BIOS Scan . 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 


メニュー内の機能とパラメータは次の表のとおりです。 

M-O 設定は各 SCSI ID ごとに行えます。夕ーゲットとなる装置の SCSI ID を確認してか5設定 
を変更してください。 

追加したオプションの SCSI ID がわからない場合は 「 Options 」 メニューで 「SCSI Disk 
U 川け ies 」 を還択してください。しばらくすると 、 SCSI ID とが応するデバイスの画面が表示 
されます。詳しくはこの後の 「SCSI Disk U 川け ies 」 を参照してください。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Sync Transfer Rate 
( MB / Sec ) 

[160] 20.0 

80.0 16.0 

己 3.4 13.4 

40.0 10.0 

32.0 ASYN 

26.8 

通常は「160」に設定してください。 

(この値は接続するオプションじよって変 
更が必要な場合があります。 

詳し<はオプションに添付の説明書を 
参照して< ださい。 

Initiate Wide 

Negotiation 

[ Yes ] 

No 

接続した SCSI 機器が Wide SCSI じ対応し 
ているときは 「 Yes 」 に設定してください。 
対応していないときは、 「 No 」 に設定して 
ください。 

Enable Disconnection 

[ Yes ] 

No 

「 Yes 」 (こ設定してください。 

Send Start Unit 

Command 

[ Yes ] 

No 

八ードディスクに対して使用する場合は 
「 Yes 」 に設定してください。それ] U 外の場 
合は、「 N 0」(こ設定してください。 


[]: 化荷時の設定 
次ページに続く 




































項目 

パラメータ 

機能/設定 

Enable Write Back 

Yes 

「 N / C 」 に設定してください。 

Cache 

No 

[ N / C ] 


BIOS Multiple LUN 

Yes 

「 N 0」(こ設定してください。 

Support 

[ No ] 


Include in BIOS Scan 

[ Yes ] 

No 

「 Yes 」 に設定してください。 


[]: 出荷時の設定 


• Advanced Configuration Options 

「Advanced Configuration Options」 じ力ーソルを合わせてく Ente「> 羊一を押すと次のよ 
うな表示に変わります。 

Advanced Configuration Options =r 


Reset SCSI Bus at IC Initialization .Enabled 

Display <Ctrl><A> Message During BIOS Initialization.Enabled 

Extended BIOS Translation for DOS Driver > 1 GByte.Enabled 

Verbose/Silent Mode.Verbose 

Options Listed Below Have NO EFFECT if MULTI LUN Support Is Disabled 

Host Adapter BIOS .Enabled 

Domain Validation.Enabled 

Support Removable Disks Under BIOS as Fixed Disks.Disabled 

BIOS Support for Bootable CD-ROM .Enabled 

BIOS Support for Inti3 Extensions .Enabled 


メニュー内の機能とパラメータは次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Reset SCSI Bus at 
に Initialization 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Display < Ctrl >< A > 

Message During 

BIOS Initialization 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Extended BIOS 

Translation for DOS 

Driver > 1 GByte 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 (こ設定してください。 

Verbose/Silent Mode 

[ Verbose ] 

Silent 

「 Verbose 」 に設定してください。 


[]： 化荷時の設定 
夕ぺージ(こ続く 
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項目 

パラメータ 

機能/設定 

Host Adapter BIOS 

[ Enabled ] 

Disabled : NOT Scan 
Disabled : scan bus 

SCSI 目 lOS の有効/無効を設定します。 

次の場合を除いて 「 Enabled 」 に設定して 

ください。 

• SCSI コント□ーラ配下(こ接続された 
八ードディスク J : i 外のコント□-ラ配下 
(こ接続した八ードディスクか 60 S を 
Boot する場合(八ードディスクが接続さ 
れていない場合は問題ありません)。 

• 破;張 ROM 空間の領域を確保する目的で 
八ードディスクが接続されていない 
SCSI コント□ーラの目 IOS を 「 Disabled 」 
(こすることができる。 

Domain Validation 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 (こ設定してください。 

Support Removable 

Disks under BIOS as 

Fixed Disks 

Boot Only 

All Disks 
[ Disabled ] 

リムーバブルメディァがコント□ールする 
オプションは A に- 78 XX 目の S によリサポー 
卜します。 

BIOS Support for 

Bootable CD-ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

BIOS Support for 

Int 13 Extension 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 


[]: 出荷時の設定 


SCSI Disk Utilities 

SCSI Disk Utilities は選択したチャネルに接続されたデバイスをス车ャンし、それぞれのデ 
バイスの情報を表示します。デバイスが八ードディスクの場合は、ディスクの□ーレベル 
フォーマツトやベリファイを実行することもできます。 

設定するチャネルを選択後に表示される 「Options」 メニユーでに CSI Disk Utilities」 を選択 
すると次のような SCSI ID をス丰ヤンする画面が表示されます。 


Scanning SCSI ID : 0 LUN Number : 0 


ス羊ヤン後、次のような SCSI ID と対応するデバイスの画面が表示されます。 


- Select SCSI Disk and press <Enter>- 

SCSI ID #0 

No device 

SCSI ID #1 

No device 

SCSI ID #2 

No device 

SCSI ID #3 

No device 

SCSI ID #4 

No device 

SCSI ID #5 

No device 

SCSI ID #6 

NEC GEM312R2 - G7CNE 

SCSI ID #7 

AIC-7899 

SCSI ID #8 

No device 

SCSI ID #9 

No device 

SCSI ID #10 

No device 

SCSI ID #11 

No device 

SCSI ID #12 

No device 

SCSI ID #13 

No device 

SCSI ID #14 

No device 

SCSI ID #15 

No device 
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この画面でデバイスを選択してく Erite「> キーを押すとデバイスの詳細が表示されます。 
選択したデバイスが八ードディスクの場合は、次のサブメニューを実行することができま 
す。 

♦ Format: 選択したデバイスを□ー レベルでフォーマットします。 

• Verify Disk Media: 選択したデバイスのすべてのセクタを比較（ベリファイ）し、不 

良なセクタがあればアサインし直します。 


終了 

SCSISe/e なを終了するには、終了メッセージが表示されるまで <Esc> キーを押してください 
(設をを変更している場合は、その前に変更内容の保存を磕認するメッセージが表示されま 
す。保存する （Yes) か、破棄する （No) を選択してください）。 


オプシヨンボードのコント □ ーラに巧する設定 

オプションの SCSI コント□ーラボードに接続した SCSI 機器に関する設をはオプションの 
SCSI コント□ーラボードに搭載されている SCSI 巨 IOS ユーティリティを使います。 
詳しくはオプションの SCSI コント□ーラボードに添付のマニュアルを参照してください。 

複数の SCSI コント□ーラボードを増設しているときは、はじめにオンボード上の SCSI コン 
卜□-ラに対する SCSISe/e なユーティリティの起動メッセージを表示後、増設した SCSI コ 
ント□ーラの数だけユーティリティの起動メッセージを表示します。起動メッセージは 
PCI#3 一 PCI#4 一 PCI#5 一 PCI#2 一 PCI#1 一 PCI#6 の順に表示されます。オプションによつ 
ては、画面の表示が異なる場合があります。詳しくは、 SCSI コント□ーラに添付の説明書 
を参照してください。 
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ディスクアレイ BIOS 〜ディスクアレイ BIOS ユーティリティ〜 


ディスクアレイ BIOS ユーテイリテイは、オプションのディスクアレイコント□ーラボード 
の設をを切り替えるためのユーティリティです。 

本装置に搭載できるディスクアレイコント□ーラには、2つのタイプがあります（N8103- 
52/53AとN8103-64)。タイプによって BIOS の起動方まやメニューの内容が異なります。 
詳しくは、購入されたディスクアレイコント□ーラボードに添付の説明書と併せて参照して 
ください。 

本装置を購入時に、ディスクアレイコント□ーラを搭載した状態をオーダーされた場合は、 
本装置の添が品としてディスクアレイコント□ーラの説明書も添付されています。 
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■ J セットとク IJ ア 


Express サーバが動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を化荷時の設定に戻すときに参照してくだ 
さい。 


IJ セツ 



リセ、ソトにはスイ、ソチによる八ードリセツトと羊ーボードからのソフトリセ、ソトの2つがあ 
ります。 


-0 リセットは、 Express サーバの DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
^ まいまず。ハングアップしたとき ly がでリセットを行うときは、 Express サーバびなにも 
処理していないことを確認してください。 


• ノ、ードリセット 

Express サーバ前面にある RESET スイ、ソチを押し 
ます。 

• ソフトリセット 

0S が起動する前に Express サーバが動作しなく 
なったときは、 く Ct「l> 羊一とく AI わ 羊一を 押しなが 
ら、 く Delete〉 羊一を 押してください。 Express 
サーバが リセ、ソト されます。 



強制シャットダウン 


0S から Express サーバ を シャツ トダウンできなく 
なったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を 
OFF にできなくなったとき、リセ、ソトが機能しない 
ときなどに使用します。 

Express サーバの POWER スイ、ソ チを4秒ほど押し続 
けてください。電源が強制的に OFR こなります。（電 
源を再び ON にするときは、電源 OFF (強制シャット 
ダウン）から約10秒ほど待ってから電源を ON にして 
ください。） 

1—〇 リモートパワーオン機能を使用している場合 
は、—度、電源を ON にし直して、 0 S を起動さ 
せ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 
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CMOS • パスワードのクリア 


Express サーバ自身が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、 Express サーバ内部 
のデータを第三者から保護するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方までパスワードをクリア 
することができます。 

また、 Express サーバの CMOS に保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行い 
ます。 



CMOS の内容をクリアずると SETUP の設定内容びすべて出荷時の設定に戻ります。 


パスワード/ CMOS のクリアは Express サーバ内部のジャンパスイッチを操作して行いま 
す。ジャンパスイッチは下図の位置にあります。 


I M-O その他のジャンノくの設定は変更しないでください。 Express サーノ ' I ’ の故障や誤動作の原因 
となります。 



• パスワードの保護/クリア用ピン 

2つのピンをショート：パスワードをクリアする 
2つのピンをオープン：パスワードを保護する（化荷時の設定) 


• CMOS の内容の保護/クリア用ピン 

2つのピンをショート： CMOS の内容をクリアする 
2つのピンをオープン： CMOS の内容を保護する（止)荷時の設を) 
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それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死 t ずるまたは重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 Mi 
ページ切降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 


1. 100ぺージを参照して Express サーバの電源を OFR こして、電源〕ードをコンセントか6あく。 

2 . サイドカバー(101ページ参照）とボトムダクトカバー (102 ページ参照）を取り外す。 

3. クリアしたい機能のジャンパスイッチの設定を変更する。 

w-oira 

• Express サーバのジャンパピン（ピン11 -12) に付いているクリップを使用してくださし、。 
• クリップをなくさないようま意してください。 


4. Express サーバを元どおりに組み立てて POWER スイ、ソチを押す。 

己. POST を終了した6、電源を OFF にする。 

巨.ジャンパスイッチの設定を元に戻した後、もう一度電源を ON じして設定し直す。 

•L[12E] 

クリップをなくさないためにも使用後 
はジャンパピン 11-12 に差し込んでおい 
てください。その化のジャンパピンに 
差し込むと誤動作をするおそれがあり 
ます。 



ピン 11-12 
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割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインや I / O ポートアドレスは、化荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設す 
るときなどに参考にしてください。 

• 割り込みライン 

出)荷時では、次のようじ割り当てられています。 


IRQ 

周辺機器（コント □ ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント □ ーラ） 

0 

システムタイマ 

8 

リアルタイムク□ック 

1 

キーボード 

9 

PCI/SCI 

2 

カスケード接続 

10 

PCI (BMC IRQ) 

3 

COM2 シリアルポート （PCI) 

11 

目 MCIRQ/PCI/ISA 

4 

COM 1 シリアルポート （PCI) 

12 

マウス 

5 

PCI/LPT2 パラレルポート旧 MC IRQ) 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

6 

フ □、ソ ピーディスク 

14 

プライマリ I DE に D-R0M ドライブ） 

7 

LPT1 パラレルポート 

15 

S-IDE 


• P 旧 Q と PCI デバイスの関係 


出)荷時では、 PCI デバイスの割り込みは次のように割り当てられています。割り込みの設 
定:は、目 IOS セットアップメニューに ETUP 」 で変更できます。詳しくは145ぺージを参照 
してください。 


メニュー項目 

割り込み 

PCI IRQ 1 

オンボード SCSI (チヤネル 0)、PCU □、ソト #6(INTD) 

PCI IRQ 2 

オンボード SCSI (チヤネル1)、 PCU □、ソ h#6(INT C) 

PCI IRQ 3 

オンボード LAN#1 

PCI IRQ 4 

オンボード LAN#2 

PCI IRQ 5 

オンボー PGA 

PCI IRQ 6 

PCI ス□、ソト #1(INT A) 

PCI IRQ 7 

PCI ス□、ソト #2(INT A) 

PCI IRQ 8 

PCI ス□、ソト #3(INT A) 

PCI IRQ 9 

PCU □、ソト #4(INT A) 

PCI IRQ 10 

PCI ス□、ソト#己 （INT A) 

PCI IRQ 11 

PCI ス□、ソト #6(INT A) 

PCI IRQ 12 

PCI ス□、ソト#1 (INTO、PCI ス□、ソト #2(INT D)、PCI ス□、ソト #3(INT 
目）、 PCI ス□、ソト #4(INT C)、PCI ス□、ソト妃 （INT D)、PCI ス□、ソト#6 
(INT 目） 

PCI IRQ 13 

PCI ス□、ソト #1(INTD)、PCI ス□、ソト #2(INT 目）、 PCI ス□、ソト #3(INT 
C)、PCI ス□、ソト #4(INTD)、PCI ス□、ソト#己 （INT 目） 

PCI IRQ 14 

PCI ス□、ソト #1(INT 目）、 PCI ス□、ソト #2(INT C)、PCI ス□、ソト #3(INT 
D)、PCI ス□、ソト #4(INT 目）、 PCU □、ソト #5(INTC) 
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♦ I/O ポートアドレス 

Express サーバでは、 I/O ポートアドレスを次のように割り当てています。 


アドレス 

使用チップ 

00 -1 F 

8ビット DMA コント□ールレジスタ 

20-21 

マスター8259プ□グラミングインタフェース 

2 E - 2 F 

コンフィグレーション 

40-43 

8254プ□グラミングインタフェース 

60 

キーボー ド/マウス 

61 

NMI ステータスレジスタ 

64 

キーボー ド/マウス 

70-71 

NMI イネーブルレジスタ/リアルタイムク□ック 

80-8 F 

16ビ、ソト DMA コント□ールレジスタ 

A 0- A 1 

スレーブ8259プ□グラミングインタフェース 

C 0 -DF 

DMA コント□ーラページレジスタ 

E 0- E 9 

ベースアドレスレジスタ 

F 0 

レジスタ IRQ 13 

F 1 - FF 

論理デバイスコンフィグレーション 

170 -177 or BAR 2 

EDMA 2 互換モードプライマリコマンドブ□ックレジスタ 

1 F 0 -1 F 7 or BARO 

EDMA 2 互換モードセカンダリコマンドブ□ックレジスタ 

278 - 27 F 

(パラレルポート 3) 

2 F 8 - 2 FF 

シリアルポート2 

BAR or 376 

EDMA 2 互換モードセカンダリコマンドブ□ックレジスタ 

370 - 377 

(フ□、ソピーディスクドライブ2 )、 IDE 2 

378 -37 F 

(パラレルポート 2) 

3 B 0 - 3目目 

VGA 

3目 C - 3 BE 

パラレルポート1 

3 C 0 - 3 DF 

VGA 

3 F 6 or BAR 1 

EDMA 2 互換モードプライマリコマンドブ□ックレジスタ 

3 F 0 - 3 F 7 

フ□、ソピーディスクドライブ1、 IDE 1 

3 F 8 - 3 FF 

シリアルポート1 

40 B 

DMA 1 拡張ライトモードレジスタ 

4 D 0 

マスター8259 ELCR プ□グラミング 

4 D 1 

スレーブ8259 ELCR プ□グラミング 

4 D 6 

DMA 2 拡張ライトモードレジスタ 

580 - 58 F 

SM 目 US コント□-ル 

C 00 

PCI IRQ マッピングインデックスレジスタ 

C 01 

PCI IRQ マッピングデータレジスタ 

C 14 

PCI エラーステータスレジスタ 

C 49 

アドレス/ステータスコント□ール 

C 4 A 

立ち上がり時間 （Rise Time ) カウンターコント□ール 

C 52 

ミ凡用レジスタ （ GPMs ) 

C 6 C 

ISA ウェイトレジスタ 

C 6 F 

その他コント□ールレジスタ 

CA 2 - CA 3 

IPMKIPMI KCS インタフェース） 

CA 4- CA 己 

IPMKSMI インタフェース） 

CA 6- CA 7 

IPMI ( SCI / SW 1 インタフェース） 

CD 6 

パワーマネージメントインデックスレジスタ 

CD 7 

パワーマネージメントデータレジスタ 

CF 8, CFC 

PCI コンフィグレーションスペース 

CF 9 

リセ、ソトコント□ール 

F 己0 - F 58 

ミ凡用チップセット 

FE 00 - FE 3 F 

チップセット 

BAR 4+00 - OF 

EDMA 2 PCI ベースアドレスレジスタ4 


*1 16進数で表記しています。 

*2 PCI デバイスの I / O ポートアドレスは PCI デバイスの種類や数(こよって任意(こ設定されます。 
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